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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）



アジアの女性の力を
世界へ
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地域と世界のきずな20

my photo

特集  ジェンダー

Contents

02

04

MAY 2014 No.8

編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency : JICA

美しく生きる　株式会社資生堂
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「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
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女性の輝きを力に
生きる力を育む学び舎　ナイジェリア
暗闇から前に進むために　ミャンマー
母子の未来を守る手帳　アンゴラ
私の“コレ”が国を変える！

アフリカで見つけた笑顔　ブルキナファソ

ココシリ26

表紙　
撮影：渋谷敦志

パキスタン北部の山岳地帯に暮
らす少数民族の少女。インダス
川沿いにあった学校は2010年
の大洪水で流され、認定NPO法
人国境なき子どもたちが支給し
た仮設テントで勉強している

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development
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そ
れ
で
は
今
、
世
界
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
。

　
国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）が
発
表
し
た「
人

間
開
発
報
告
書
２
０
１
３
」
に
よ
る
と
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
が
進
ん
で
い
る
国
の
上
位
は
北

欧
諸
国
、
下
位
は
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
が
多

い
。
保
健
医
療
、
国
会
議
員
の
数
、
教
育
、
労

働
市
場
へ
の
参
加
の
観
点
か
ら
割
り
出
し
た
順

位
だ
が
、
日
本
は
21
位
と
、
決
し
て
〝
優
等
生
〞

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
数
字
で
は
な
い
。

　
し
か
し
開
発
途
上
国
と
な
る
と
、
そ
の
状
況

は
さ
ら
に
深
刻
だ
。
貧
困
、
教
育
、
保
健
医
療
、

災
害
な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
、
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
女
性
が
多
い
の
が

現
実
。
女
性
は
開
発
の
重
要
な
担
い
手
と
な
る

べ
き
―
。
国
際
社
会
は
そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、

２
０
０
０
年
に
設
定
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
と
女
性
の
地
位
向
上
」
を
目
標
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
た
。「
こ
の
目
標
だ
け
で
な
く
、
８

つ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
全
て
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
す
」

と
目
黒
教
授
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
受
け
継
ぐ
「
ポ
ス
ト

２
０
１
５
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
重
視
さ
れ
る
べ

き
項
目
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
日
本
で
も
、
最
近
、
新
た
な
風
が
吹

き
始
め
て
い
る
。
昨
年
９
月
、
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
が
国
連
総
会
で
行
っ
た
演
説
を
覚
え

て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
日
本
が
主
導
し
て
〝
女
性

が
輝
く
社
会
〞
を
つ
く
っ
て
い
く
」。
こ
の
言
葉

は
、
世
界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
と
向
き
合
い
、

日
本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
解
決
に
挑
ん

で
い
く
と
い
う
決
意
の
表
れ
だ
。
そ
ん
な
〝
ウ

ィ
メ
ノ
ミ
ク
ス
〞
の
時
代
を
実
現
す
べ
く
、
ま

ず
は
国
内
か
ら
と
、
女
性
の
国
会
議
員
や
企
業

の
幹
部
の
数
、
育
児
を
し
な
が
ら
の
就
労
環
境

な
ど
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
全
て
の
人
が
、
自
分
た
ち
の
人
生
に
誇
り
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
―
。
先
進
国
、
途

上
国
は
共
に
、
そ
ん
な
世
界
を
目
指
し
て
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

世
界
の
女
性
に
寄
り
添
う
日
本

〝
女
の
子
だ
か
ら
〞
奪
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
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バングラデシュ・ノルシンディ県の道路沿いで枯れ枝を集める少女。開発途上国では
家の手伝いなどが優先され、十分に教育を受けられない女性も多い（撮影：渋谷敦志）

トを国家の優先課題に挙げている。グローバルな経済発展に向けて、
さらに緊密に連携を強化していきたい」と述べた。
　アフリカとアメリカ、日本の女性起業家らによるパネルディスカッ
ションでは、それぞれの起業
の経緯やビジネスを通じて目
指していることなどを紹介。
南アフリカのボンゲウェ・カ
リさんは「私たちのビジネス
で国を変え、可能性を花開
かせましょう」と力強く呼び
掛けた。

際社会がジェンダー平等を目指して取り組みを進める中、日本
とアメリカが共に動き出した。昨年12月、ジョー・バイデン副

大統領が来日した際に合意した「日米グローバル協力」の第一弾とし
て、横浜市で開催されたシンポジウムがその一例だ。
　昨年6月の第5回アフリカ開発会議（TICADV）で、「日アフリカ・ビ
ジネスウーマン交流プログラム」の実施を表明した日本。その一環とし
て行われた「アフリカ女性起業家支援セミナー」の対外発信の場とし
て、2月3日にこのシンポジウムが企画された。キャロライン・ケネディ
駐日米国大使は基調講演で、「日本とアメリカは女性のエンパワーメン

国

日米連携でアフリカの女性起業家パワーを引き出そう！

編集協力：目黒依子 上智大学名誉教授

女性だから、男性だから―。
先進国であれ、開発途上国であれ、社会のさまざまな制約に阻まれ、
全ての人が平等に力を発揮することが難しい現実がある。
この世界共通の課題解決に向けて、国際社会が進むべき道とは。

※国連開発計画（UNDP)が発表するジェンダー
不平等指数（GII：Gender Inequality Index）に基
づいた順位（参考：人間開発報告書2013）

　
２
０
１
２
年
10
月
、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
世
界
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
の
15
歳
（
当
時
）
の
少
女
マ

ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
、
通
学
途
中
に

武
装
勢
力
に
銃
撃
さ
れ
た
。
ま
だ
中
学
生
の

彼
女
が
狙
わ
れ
た
理
由
は
、「
女
子
教
育
」
の

大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
。
外
で
働

く
の
は
男
性
、
女
性
は
家
庭
に
い
る
べ
き
と

い
っ
た
考
え
が
根
強
い
国
で
起
こ
っ
た
出
来

事
だ
っ
た
。

　
女
の
子
だ
か
ら
、
学
校
に
行
か
な
く
て
も

い
い
―
。
そ
ん
な
性
別
に
よ
る
壁
が
、
い
わ

ゆ
る
「
g
e
n
d
e
r
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
の

格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

は
、
男
性
、
女
性
と
い
う
生
物
学
的
な
「
s

e
x
（
セ
ッ
ク
ス
）」
に
対
し
て
、
社
会
的
・

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
。
男
女

の
役
割
や
関
係
性
を
示
す
も
の
で
、
政
治
、

教
育
、
就
労
、
結
婚
な
ど
に
お
い
て
偏
見
や

不
平
等
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　「
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
米
を
中
心
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
訴
え
る
運
動
が
活
発
化

し
て
き
ま
し
た
。
国
連
の
中
に
そ
の
問
題
に

つ
い
て
議
論
す
る
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
」
と
上
智
大
学
の
目
黒

依
子
名
誉
教
授
は
話
す
。
男
ら
し
さ
、
女
ら

し
さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
男
だ
か
ら
、
女
だ

か
ら
と
い
う
意
識
や
感
情
が
、
社
会
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
生
ん
で
き
た
。
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
世
界
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ

る
現
実
だ
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
女
性
は
か
わ
い
そ
う

な
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
論
点
で
は
な
い
。

大
切
な
の
は
、
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
個
人
の
意
志
や
能
力
で

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
、
男
女
の
役
割
や
関
係
性
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
制
度
や
仕
組
み
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
が
ち
な
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

が
世
界
各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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妊産婦死亡率
（10万人中）

15～19歳の妊娠率
（1,000人中）

女性の国会議員の
議席数の割合

女性の中等教育以上の
就学率（25歳以上）

女性の労働市場への参加率
（15歳以上）
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アフガニスタン

ジェンダーが
平等な国はどこ！？
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ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
重
視
さ
れ
る
べ

き
項
目
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
日
本
で
も
、
最
近
、
新
た
な
風
が
吹

き
始
め
て
い
る
。
昨
年
９
月
、
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
が
国
連
総
会
で
行
っ
た
演
説
を
覚
え

て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
日
本
が
主
導
し
て
〝
女
性

が
輝
く
社
会
〞
を
つ
く
っ
て
い
く
」。
こ
の
言
葉

は
、
世
界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
と
向
き
合
い
、

日
本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
解
決
に
挑
ん

で
い
く
と
い
う
決
意
の
表
れ
だ
。
そ
ん
な
〝
ウ

ィ
メ
ノ
ミ
ク
ス
〞
の
時
代
を
実
現
す
べ
く
、
ま

ず
は
国
内
か
ら
と
、
女
性
の
国
会
議
員
や
企
業

の
幹
部
の
数
、
育
児
を
し
な
が
ら
の
就
労
環
境

な
ど
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
全
て
の
人
が
、
自
分
た
ち
の
人
生
に
誇
り
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
―
。
先
進
国
、
途

上
国
は
共
に
、
そ
ん
な
世
界
を
目
指
し
て
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

世
界
の
女
性
に
寄
り
添
う
日
本

〝
女
の
子
だ
か
ら
〞
奪
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス

女 性 の 輝 き を 　 力 に

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に
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特 集  ジェンダー

バングラデシュ・ノルシンディ県の道路沿いで枯れ枝を集める少女。開発途上国では
家の手伝いなどが優先され、十分に教育を受けられない女性も多い（撮影：渋谷敦志）

トを国家の優先課題に挙げている。グローバルな経済発展に向けて、
さらに緊密に連携を強化していきたい」と述べた。
　アフリカとアメリカ、日本の女性起業家らによるパネルディスカッ
ションでは、それぞれの起業
の経緯やビジネスを通じて目
指していることなどを紹介。
南アフリカのボンゲウェ・カ
リさんは「私たちのビジネス
で国を変え、可能性を花開
かせましょう」と力強く呼び
掛けた。

際社会がジェンダー平等を目指して取り組みを進める中、日本
とアメリカが共に動き出した。昨年12月、ジョー・バイデン副

大統領が来日した際に合意した「日米グローバル協力」の第一弾とし
て、横浜市で開催されたシンポジウムがその一例だ。
　昨年6月の第5回アフリカ開発会議（TICADV）で、「日アフリカ・ビ
ジネスウーマン交流プログラム」の実施を表明した日本。その一環とし
て行われた「アフリカ女性起業家支援セミナー」の対外発信の場とし
て、2月3日にこのシンポジウムが企画された。キャロライン・ケネディ
駐日米国大使は基調講演で、「日本とアメリカは女性のエンパワーメン

国

日米連携でアフリカの女性起業家パワーを引き出そう！

編集協力：目黒依子 上智大学名誉教授

女性だから、男性だから―。
先進国であれ、開発途上国であれ、社会のさまざまな制約に阻まれ、
全ての人が平等に力を発揮することが難しい現実がある。
この世界共通の課題解決に向けて、国際社会が進むべき道とは。

※国連開発計画（UNDP)が発表するジェンダー
不平等指数（GII：Gender Inequality Index）に基
づいた順位（参考：人間開発報告書2013）

　
２
０
１
２
年
10
月
、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
世
界
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
の
15
歳
（
当
時
）
の
少
女
マ

ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
、
通
学
途
中
に

武
装
勢
力
に
銃
撃
さ
れ
た
。
ま
だ
中
学
生
の

彼
女
が
狙
わ
れ
た
理
由
は
、「
女
子
教
育
」
の

大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
き
た
こ
と
。
外
で
働

く
の
は
男
性
、
女
性
は
家
庭
に
い
る
べ
き
と

い
っ
た
考
え
が
根
強
い
国
で
起
こ
っ
た
出
来

事
だ
っ
た
。

　
女
の
子
だ
か
ら
、
学
校
に
行
か
な
く
て
も

い
い
―
。
そ
ん
な
性
別
に
よ
る
壁
が
、
い
わ

ゆ
る
「
g
e
n
d
e
r
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
の

格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

は
、
男
性
、
女
性
と
い
う
生
物
学
的
な
「
s

e
x
（
セ
ッ
ク
ス
）」
に
対
し
て
、
社
会
的
・

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
。
男
女

の
役
割
や
関
係
性
を
示
す
も
の
で
、
政
治
、

教
育
、
就
労
、
結
婚
な
ど
に
お
い
て
偏
見
や

不
平
等
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　「
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
米
を
中
心
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
訴
え
る
運
動
が
活
発
化

し
て
き
ま
し
た
。
国
連
の
中
に
そ
の
問
題
に

つ
い
て
議
論
す
る
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
」
と
上
智
大
学
の
目
黒

依
子
名
誉
教
授
は
話
す
。
男
ら
し
さ
、
女
ら

し
さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
男
だ
か
ら
、
女
だ

か
ら
と
い
う
意
識
や
感
情
が
、
社
会
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
生
ん
で
き
た
。
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
世
界
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ

る
現
実
だ
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
女
性
は
か
わ
い
そ
う

な
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
論
点
で
は
な
い
。

大
切
な
の
は
、
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
個
人
の
意
志
や
能
力
で

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
、
男
女
の
役
割
や
関
係
性
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
制
度
や
仕
組
み
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
が
ち
な
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

が
世
界
各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

©Takeshi Kuno

©Mika Tanimoto

©Kenshiro Imamura

妊産婦死亡率
（10万人中）

15～19歳の妊娠率
（1,000人中）

女性の国会議員の
議席数の割合

女性の中等教育以上の
就学率（25歳以上）

女性の労働市場への参加率
（15歳以上）

4人　　　    6.5人
44.7％　   84.4％
59.4％

スウェーデン

5人　　　   9.3人
42.5％　  100％
55.9％

フィンランド

460人　　 99.6人
27.6％　   5.8％
15.7％

147位

アフガニスタン

ジェンダーが
平等な国はどこ！？



ア
フ
リ
カ
最
大
の
産
油
国
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
。

近
年
著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
が
、
女
性
の
活
躍
の
場
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
。

国
づ
く
り
に
女
性
の
力
を
活
用
し
よ
う
と
、

社
会
を
変
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
む
現
場
を
訪
れ
た
。

アブジャ

ナイジャ州

from Nigeria
ナイジェリア

生
き
る
力 

を
育
む
学
び
舎

全
国
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の

活
性
化
を
目
指
し
て

　　
真
っ
す
ぐ
に
延
び
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
道
路
。
中
央
分
離
帯
に
は
緑
の
葉
を

つ
け
た
木
々
が
整
然
と
並
び
、
そ
の
先

に
は
高
層
ビ
ル
が
そ
び
え
立
つ
。
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
の
首
都
ア
ブ
ジ
ャ
は
、
ア
フ

リ
カ
の
成
長
の
象
徴
だ
。

　
戦
後
の
日
本
の
近
代
建
築
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
建
築
家
、
丹
下
健
三
が
こ
の

街
の
都
市
計
画
を
手
掛
け
た
と
聞
い

て
、
一
気
に
親
近
感
が
湧
い
た
。
そ
の

国
の
名
を
聞
い
て
、
日
本
人
は
何
を
想

像
す
る
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
、資
源
、

成
長
、
テ
ロ
、
犯
罪
…
。
お
そ
ら
く
、

後
者
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
世
界
中
ど
こ
で
も
、
日
常
を

生
き
る
人
々
が
い
る
―
。
そ
の
事
実
を

確
か
め
た
く
て
、
日
本
か
ら
現
地
に
飛

ん
だ
の
が
３
月
下
旬
だ
っ
た
。

　「
日
本
か
ら
女
性
一
人
で
こ
こ
ま
で

来
た
の
？
す
ご
い
ね
」

　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
そ
う
言
わ
れ
て
ハ
ッ

と
し
た
。
日
本
で
も
、
女
性
の
社
会
進

出
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。し
か
し
、

こ
こ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
ま
た
違
っ

た
現
実
が
あ
る
と
い
う
。
ア
フ
リ
カ
最

大
の
産
油
国
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
経

済
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
女
性
の
活
躍
の
場
は
限
ら
れ

る
。
特
に
北
部
の
イ
ス
ラ
ム
圏
で
は
、

い
ま
だ
「
女
性
は
家
に
い
る
べ
き
」
と

い
う
考
え
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
状
況
を
国
を
挙
げ
て
変
え
よ

う
と
い
う
動
き
が
、
今
か
ら
30
年
以
上

も
前
に
起
こ
っ
て
い
た
。
１
９
８
０
年

代
、
マ
リ
ヤ
ム
・
バ
バ
ン
ギ
ダ
大
統
領

夫
人
（
当
時
）
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、

女
性
が
識
字
教
育
や
職
業
訓
練
を
受
け

る
場
と
し
て
全
国
に
建
設
さ
れ
た
の
が

「
女
性
セ
ン
タ
ー
」。
そ
の
数
は
、
な
ん

と
７
０
０
以
上
。
し
か
し
時
が
た
つ
に

つ
れ
て
、
そ
の
膨
大
な
数
の
施
設
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
り
、
実
質
的
に
は

多
く
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
女
性
が
き
ち
ん
と
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
社
会
を
つ
く
り
た
い
―
。
そ
こ

で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
国
立
女
性
開
発

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
）。
全
国
の
女
性

セ
ン
タ
ー
を
管
轄
す
る
本
部
と
し
て
95

年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
だ
。
彼
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
日
本
が
調
査
に
入
っ
た

の
が
10
年
前
。「
女
性
セ
ン
タ
ー
を
復

活
さ
せ
よ
う
」。
日
本
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

女性センターの講師、生徒たちと、授業で作った服を見なが
ら話をする甲斐田さん。卒業後は、ミシンを購入する補助を出
すなど、仕事につながる後押しもしている

金色の屋根が独特の存在感を放つモスク。北部ではイス
ラム教、南部ではキリスト教が主に信仰されている

アブジャ市内から見渡せる岩山「アソロック」。壮大にそび
え立つ姿に圧倒された

　
市
街
地
か
ら
西
へ
車
を
走
ら
せ
る
と
、

道
路
の
で
こ
ぼ
こ
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付

い
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

向
か
っ
た
の
は
、
首
都
ア
ブ
ジ
ャ
に
隣

接
す
る
ナ
イ
ジ
ャ
州
。
元
大
統
領
夫
人

の
出
身
地
で
も
あ
る
と
い
う
こ
の
土
地

で
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
視
察
す

る
た
め
だ
。

　
首
都
か
ら
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、

日
本
人
専
門
家
チ
ー
ム
の
一
人
、
甲
斐

田
き
よ
み
さ
ん
（
オ
ー
ピ
ー
シ
ー
株
式

会
社
）。
ア
フ
リ
カ
の
女
性

支
援
に
携
わ
っ
て
約
20
年
と

い
う
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
ア
フ
リ

カ
と
の
つ
な
が
り
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ニ
ジ

ェ
ー
ル
で
活
動
し
て
か
ら
。

「
そ
れ
以
降
は
ず
っ
と
、
ア
フ

リ
カ
、
女
性
を
テ
ー
マ
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
」
と
頼
も

し
い
。

　
約
３
時
間
か
け
て
着
い
た

の
が
州
都
ミ
ナ
。
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
た
街
の
中
心
部
か
ら

30
分
ち
ょ
っ
と
行
っ
た
と
こ

ろ
に
、
２
階
建
て
の
建
物
が

現
れ
た
。
パ
イ
コ
ロ
女
性
セ

ン
タ
ー
だ
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
遠
く

か
ら
よ
く
来
た
わ
ね
」

　
そ
う
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
の
は
、
女
性
開
発
オ
フ
ィ
サ
ー
の
ポ

ー
リ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
。
約
80
人
が

通
う
と
い
う
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
縫

製
、
編
み
物
、
ビ
ー
ズ
細
工
、
染
め
物

な
ど
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
毎
日
４
時
間

程
度
、
希
望
の
コ
ー
ス
で
技
術
を
学
ぶ

の
だ
。

　「
今
日
の
レ
ッ
ス
ン
は
10
時
か
ら
な

の
よ
。
も
う
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」

　
縫
製
コ
ー
ス
の
部
屋
で
は
、
少
し
早

め
に
来
た
生
徒
た
ち
が
準
備
を
し
て
い

た
。
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
…
。
昔
懐
か

し
い
足
踏
み
ミ
シ
ン
の
音
が
響
き
渡

る
。
こ
れ
な
ら
停
電
が
起
き
て
も
心
配

な
い
。

　「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
女
性
の
服
は
全

て
手
作
り
な
の
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
だ

か
ら
、
縫
製
の
仕
事
の
需
要
は
多
い
の

よ
」
と
、
講
師
の
ハ
マ
イ
ア
・
モ
ハ
メ

ッ
ド
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。「
家
事

や
農
作
業
と
の
両
立
は
大
変
だ
け
ど
、

自
分
の
納
得
の
い
く
服
が
で
き
た
時
は

う
れ
し
い
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
生

徒
の
ハ
フ
サ
ル
・
ベ
ロ
さ
ん
は
ま
だ
22

歳
。
背
中
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
す
や
す

や
と
眠
っ
て
い
る
。「
手
に
職
を
つ
け

て
、も
っ
と
家
族
の
助
け
に
な
り
た
い
。

夫
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」。
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
10
代
後
半
か
ら
20

代
。「
女
性
も
働
く
時
代
よ
ね
！
」
と

張
り
切
る
。

　
そ
し
て
、
隣
の
編
み
物
コ
ー
ス
で
見

つ
け
た
の
は
、
な
ん
と
日
本
製
の
編
み

機
だ
。
30
年
以
上
前
に
日
本
で
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
が
、
実
物
を
見

る
の
は
初
め
て
。
そ
れ
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
と
は
、
何
と
も
不
思
議
な
縁
だ
。

「
編
み
機
を
置
く
机
の
脚
が
ぐ
ら
ぐ
ら

し
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
修
理
し
な
い

と
」
と
甲
斐
田
さ
ん
。
そ
ん
な
一
つ
一

つ
の
気
付
き
が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
改

善
に
つ
な
が
る
。「
こ
れ
か
ら
は
、
縫

製
や
編
み
物
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ニ

ー
ズ
に
も
合
っ
た
コ
ー
ス
を
組
み
込
ん

で
い
き
た
い
。
家
族
が
幸
せ
に
な
る
た

め
に
は
女
性
の
技
術
が
必
要
で
す
か

ら
」と
ナ
イ
ジ
ャ
州
女
性
省
の
ラ
ハ
マ
・

バ
ロ
ア
局
長
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
ナ
イ
ジ
ャ
州
だ
け
で
は
な
い
。現
在
、

J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
域
の
6
州
で
進
行
中
。
全
国
の

女
性
セ
ン
タ
ー
を
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
が
か
じ

を
取
っ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
く
べ
く
、

必
要
な
仕
組
み
づ
く
り
と
職
員
の
能
力

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
人
は
声
が
大
き
い
の
で
怒
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
が
、
実
は

み
ん
な
温
か
く
て
仕
事
熱
心
で
す
よ
」

と
甲
斐
田
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
の
支
援
に
携
っ
て
10
年
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ

と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

　「
国
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
女
性
の

力
は
重
要
で
す
」
と
言
い
切
る
の
は
、

Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
計
画
調
査
統
計
局
長
の
サ
デ

ィ
ッ
ク
・
オ
マ
ー
ル
さ
ん
。「
し
か
し
現

状
で
は
、彼
女
た
ち
が
能
力
を
伸
ば
し
、

生
か
せ
る
場
所
が
な
い
。
そ
れ
を
支
え

る
の
は
国
の
役
割
で
す
」
と
力
強
く
語

る
。
最
近
で
は
各
州
の
ラ
ジ
オ
局
と
連

携
し
、
地
元
の
女
性
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

す
る
番
組
を
流
し
始
め
た
。
地
方
部
で

は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
ラ
ジ
オ
が
唯
一

の
情
報
源
。
女
性
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
家
族
か
ら
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
に
は
日
本
で
研
修
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
、「
日

本
は
設
備
が
整
っ
て
い
て
、
女
性
た
ち

が
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
働
い
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
資
金
面
の
課

題
は
大
き
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
」
と
意

欲
を
見
せ
た
。

　
パ
イ
コ
ロ
女
性
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
、

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
ミ
ナ
郊
外
の
ハ

ス
ケ
女
性
協
同
組
合
だ
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
名
産
の
一
つ
、
シ
ア
の
実
を
使
っ

た
製
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
ほ
ら
、
こ
う
や
っ
て
実
を
砕
い
て

い
く
の
よ
」

　
２
人
の
女
性
が
臼
の
中
に
棒
を
打
ち

付
け
て
い
る
姿
は
、
日
本
の
も
ち
つ
き

の
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
中
に
水
を

加
え
て
、
浮
い
て
き
た
油
を
使
っ
て
シ

ア
バ
タ
ー
の
石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
作
る
。保
湿
効
果
は
抜
群
だ
。

　「
団
体
名
の
〝
ハ
ス
ケ
〞
は
光
と
い

う
意
味
な
の
よ
。
私
た
ち
の
活
動
が
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
女
性
た
ち
に
光
を
も

た
ら
す
よ
う
に
ね
」。
そ
う
説
明
し
て

く
れ
た
の
は
、
ザ
イ
ナ
ブ
・
ア
ブ
バ
カ

ー
ル
代
表
。
最
近
、
州
女
性
省
は
こ
の

よ
う
な
女
性
協
同
組
合
と
女
性
セ
ン
タ

ー
の
橋
渡
し
を
始
め
た
。「
卒
業
後
、

彼
女
た
ち
が
技
術
を
生
か
し
て
仕
事
を

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
個
人

で
や
る
の
も
一
つ
の
手
段
で
す
が
、
地

域
の
女
性
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
と
い

う
モ
デ
ル
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
甲
斐
田
さ
ん
は
話
す
。

　
ア
ブ
バ
カ
ー
ル
さ
ん
に
モ
ッ
ト
ー
を

尋
ね
る
と
、
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き

た
。〝H

A
RD
 W
O
RK
IN
G IS O

U
R 

PRID
E

〞。
太
陽
の
下
で
働
く
、
明
る

い
女
性
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　
帰
国
し
て
か
ら
２
週
間
が
た
っ
た
こ

ろ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
で
女
子
生

徒
が
武
装
集
団
に
連
れ
去
ら
れ
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
を
は
じ
め
、
開
発
途
上
国

に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。

し
か
し
現
場
で
地
道
に
汗
を
流
す
人
々

の
努
力
が
、
き
っ
と
、
こ
の
国
を
変
え

て
い
く
と
信
じ
た
い
。

成
長
の
裏
側
で

女
性
た
ち
は
…

女
性
た
ち
が
生
き
生
き
と

学
べ
る
場
を
つ
く
る

卒
業
後
の

道
を
切
り
開
く
た
め
に

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に

ナイジャ州のパイコロ
女性センター。「女性
たちが設備の整った環
境で学べるように」と、
最近建て替えられた

はるか時を超えて、ナイジェリ
アの女性たちが愛用していた
のは日本で昔使われていた編
み機だった

ビーズを細い糸に一つ一つ通していく。根気がいる
作業だが、「出来上がりを見るのがうれしくて」とみ
んな懸命に取り組んでいた

足踏みミシンと手縫いで服を仕上げていく。外出す
る機会が限られる女性たちにとって、クラスメートと
の作業は楽しい時間だ

赤ちゃんをおぶって編み物の授業を受ける女性。
育児をしながらも学べる環境が整いつつある

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に

女性センターの生徒たちの力作。鮮やかな
色使いに独特のセンスが感じられる

NCWDのオマール計画調査統計局
長。「家族の理解を得て、しっかりと女
性センターで学べるような環境を整え
たい」と意欲的だ

かつて教師をしていたというナイ
ジャ州女性省のバロア局長。「女
性の学びの場をもっと増やしてい
きたい」と話す

シアの実を砕く女性協同組合のメン
バー。おそろいの服を身にまとい、一致
団結して活動を進めている

日本でも人気が高いシアバター製品。
いつか日本で彼女たちの製品が買え
る日が来るかもしれない

ナイジェリア全土にある女性センターは、
技術を学ぶだけでなく、女性と社会をつ
なぐ懸け橋にもなっている

May 2014                       0809　                   May 2014

May 2014                       1011　                   May 2014



ア
フ
リ
カ
最
大
の
産
油
国
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
。

近
年
著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
が
、
女
性
の
活
躍
の
場
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
。

国
づ
く
り
に
女
性
の
力
を
活
用
し
よ
う
と
、

社
会
を
変
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
む
現
場
を
訪
れ
た
。

アブジャ

ナイジャ州

from Nigeria
ナイジェリア

生
き
る
力 

を
育
む
学
び
舎

全
国
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の

活
性
化
を
目
指
し
て

　　
真
っ
す
ぐ
に
延
び
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
道
路
。
中
央
分
離
帯
に
は
緑
の
葉
を

つ
け
た
木
々
が
整
然
と
並
び
、
そ
の
先

に
は
高
層
ビ
ル
が
そ
び
え
立
つ
。
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
の
首
都
ア
ブ
ジ
ャ
は
、
ア
フ

リ
カ
の
成
長
の
象
徴
だ
。

　
戦
後
の
日
本
の
近
代
建
築
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
建
築
家
、
丹
下
健
三
が
こ
の

街
の
都
市
計
画
を
手
掛
け
た
と
聞
い

て
、
一
気
に
親
近
感
が
湧
い
た
。
そ
の

国
の
名
を
聞
い
て
、
日
本
人
は
何
を
想

像
す
る
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
、資
源
、

成
長
、
テ
ロ
、
犯
罪
…
。
お
そ
ら
く
、

後
者
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
世
界
中
ど
こ
で
も
、
日
常
を

生
き
る
人
々
が
い
る
―
。
そ
の
事
実
を

確
か
め
た
く
て
、
日
本
か
ら
現
地
に
飛

ん
だ
の
が
３
月
下
旬
だ
っ
た
。

　「
日
本
か
ら
女
性
一
人
で
こ
こ
ま
で

来
た
の
？
す
ご
い
ね
」

　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
そ
う
言
わ
れ
て
ハ
ッ

と
し
た
。
日
本
で
も
、
女
性
の
社
会
進

出
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。し
か
し
、

こ
こ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
ま
た
違
っ

た
現
実
が
あ
る
と
い
う
。
ア
フ
リ
カ
最

大
の
産
油
国
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
経

済
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
女
性
の
活
躍
の
場
は
限
ら
れ

る
。
特
に
北
部
の
イ
ス
ラ
ム
圏
で
は
、

い
ま
だ
「
女
性
は
家
に
い
る
べ
き
」
と

い
う
考
え
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
状
況
を
国
を
挙
げ
て
変
え
よ

う
と
い
う
動
き
が
、
今
か
ら
30
年
以
上

も
前
に
起
こ
っ
て
い
た
。
１
９
８
０
年

代
、
マ
リ
ヤ
ム
・
バ
バ
ン
ギ
ダ
大
統
領

夫
人
（
当
時
）
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、

女
性
が
識
字
教
育
や
職
業
訓
練
を
受
け

る
場
と
し
て
全
国
に
建
設
さ
れ
た
の
が

「
女
性
セ
ン
タ
ー
」。
そ
の
数
は
、
な
ん

と
７
０
０
以
上
。
し
か
し
時
が
た
つ
に

つ
れ
て
、
そ
の
膨
大
な
数
の
施
設
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
り
、
実
質
的
に
は

多
く
が
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
女
性
が
き
ち
ん
と
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
社
会
を
つ
く
り
た
い
―
。
そ
こ

で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
国
立
女
性
開
発

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
）。
全
国
の
女
性

セ
ン
タ
ー
を
管
轄
す
る
本
部
と
し
て
95

年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
だ
。
彼
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
日
本
が
調
査
に
入
っ
た

の
が
10
年
前
。「
女
性
セ
ン
タ
ー
を
復

活
さ
せ
よ
う
」。
日
本
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

女性センターの講師、生徒たちと、授業で作った服を見なが
ら話をする甲斐田さん。卒業後は、ミシンを購入する補助を出
すなど、仕事につながる後押しもしている

金色の屋根が独特の存在感を放つモスク。北部ではイス
ラム教、南部ではキリスト教が主に信仰されている

アブジャ市内から見渡せる岩山「アソロック」。壮大にそび
え立つ姿に圧倒された

　
市
街
地
か
ら
西
へ
車
を
走
ら
せ
る
と
、

道
路
の
で
こ
ぼ
こ
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付

い
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

向
か
っ
た
の
は
、
首
都
ア
ブ
ジ
ャ
に
隣

接
す
る
ナ
イ
ジ
ャ
州
。
元
大
統
領
夫
人

の
出
身
地
で
も
あ
る
と
い
う
こ
の
土
地

で
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
視
察
す

る
た
め
だ
。

　
首
都
か
ら
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、

日
本
人
専
門
家
チ
ー
ム
の
一
人
、
甲
斐

田
き
よ
み
さ
ん
（
オ
ー
ピ
ー
シ
ー
株
式

会
社
）。
ア
フ
リ
カ
の
女
性

支
援
に
携
わ
っ
て
約
20
年
と

い
う
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
ア
フ
リ

カ
と
の
つ
な
が
り
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ニ
ジ

ェ
ー
ル
で
活
動
し
て
か
ら
。

「
そ
れ
以
降
は
ず
っ
と
、
ア
フ

リ
カ
、
女
性
を
テ
ー
マ
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
」
と
頼
も

し
い
。

　
約
３
時
間
か
け
て
着
い
た

の
が
州
都
ミ
ナ
。
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
た
街
の
中
心
部
か
ら

30
分
ち
ょ
っ
と
行
っ
た
と
こ

ろ
に
、
２
階
建
て
の
建
物
が

現
れ
た
。
パ
イ
コ
ロ
女
性
セ

ン
タ
ー
だ
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
遠
く

か
ら
よ
く
来
た
わ
ね
」

　
そ
う
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
の
は
、
女
性
開
発
オ
フ
ィ
サ
ー
の
ポ

ー
リ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
。
約
80
人
が

通
う
と
い
う
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
縫

製
、
編
み
物
、
ビ
ー
ズ
細
工
、
染
め
物

な
ど
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
毎
日
４
時
間

程
度
、
希
望
の
コ
ー
ス
で
技
術
を
学
ぶ

の
だ
。

　「
今
日
の
レ
ッ
ス
ン
は
10
時
か
ら
な

の
よ
。
も
う
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」

　
縫
製
コ
ー
ス
の
部
屋
で
は
、
少
し
早

め
に
来
た
生
徒
た
ち
が
準
備
を
し
て
い

た
。
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
…
。
昔
懐
か

し
い
足
踏
み
ミ
シ
ン
の
音
が
響
き
渡

る
。
こ
れ
な
ら
停
電
が
起
き
て
も
心
配

な
い
。

　「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
女
性
の
服
は
全

て
手
作
り
な
の
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
だ

か
ら
、
縫
製
の
仕
事
の
需
要
は
多
い
の

よ
」
と
、
講
師
の
ハ
マ
イ
ア
・
モ
ハ
メ

ッ
ド
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。「
家
事

や
農
作
業
と
の
両
立
は
大
変
だ
け
ど
、

自
分
の
納
得
の
い
く
服
が
で
き
た
時
は

う
れ
し
い
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
生

徒
の
ハ
フ
サ
ル
・
ベ
ロ
さ
ん
は
ま
だ
22

歳
。
背
中
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
す
や
す

や
と
眠
っ
て
い
る
。「
手
に
職
を
つ
け

て
、も
っ
と
家
族
の
助
け
に
な
り
た
い
。

夫
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」。
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
10
代
後
半
か
ら
20

代
。「
女
性
も
働
く
時
代
よ
ね
！
」
と

張
り
切
る
。

　
そ
し
て
、
隣
の
編
み
物
コ
ー
ス
で
見

つ
け
た
の
は
、
な
ん
と
日
本
製
の
編
み

機
だ
。
30
年
以
上
前
に
日
本
で
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
が
、
実
物
を
見

る
の
は
初
め
て
。
そ
れ
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
で
と
は
、
何
と
も
不
思
議
な
縁
だ
。

「
編
み
機
を
置
く
机
の
脚
が
ぐ
ら
ぐ
ら

し
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
修
理
し
な
い

と
」
と
甲
斐
田
さ
ん
。
そ
ん
な
一
つ
一

つ
の
気
付
き
が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
改

善
に
つ
な
が
る
。「
こ
れ
か
ら
は
、
縫

製
や
編
み
物
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ニ

ー
ズ
に
も
合
っ
た
コ
ー
ス
を
組
み
込
ん

で
い
き
た
い
。
家
族
が
幸
せ
に
な
る
た

め
に
は
女
性
の
技
術
が
必
要
で
す
か

ら
」と
ナ
イ
ジ
ャ
州
女
性
省
の
ラ
ハ
マ
・

バ
ロ
ア
局
長
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
ナ
イ
ジ
ャ
州
だ
け
で
は
な
い
。現
在
、

J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
域
の
6
州
で
進
行
中
。
全
国
の

女
性
セ
ン
タ
ー
を
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
が
か
じ

を
取
っ
て
活
性
化
さ
せ
て
い
く
べ
く
、

必
要
な
仕
組
み
づ
く
り
と
職
員
の
能
力

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
人
は
声
が
大
き
い
の
で
怒
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
が
、
実
は

み
ん
な
温
か
く
て
仕
事
熱
心
で
す
よ
」

と
甲
斐
田
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
の
支
援
に
携
っ
て
10
年
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ

と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

　「
国
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
女
性
の

力
は
重
要
で
す
」
と
言
い
切
る
の
は
、

Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
計
画
調
査
統
計
局
長
の
サ
デ

ィ
ッ
ク
・
オ
マ
ー
ル
さ
ん
。「
し
か
し
現

状
で
は
、彼
女
た
ち
が
能
力
を
伸
ば
し
、

生
か
せ
る
場
所
が
な
い
。
そ
れ
を
支
え

る
の
は
国
の
役
割
で
す
」
と
力
強
く
語

る
。
最
近
で
は
各
州
の
ラ
ジ
オ
局
と
連

携
し
、
地
元
の
女
性
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

す
る
番
組
を
流
し
始
め
た
。
地
方
部
で

は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
ラ
ジ
オ
が
唯
一

の
情
報
源
。
女
性
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
家
族
か
ら
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
Ｎ
Ｃ
Ｗ
Ｄ
に
は
日
本
で
研
修
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
、「
日

本
は
設
備
が
整
っ
て
い
て
、
女
性
た
ち

が
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
働
い
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
資
金
面
の
課

題
は
大
き
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
」
と
意

欲
を
見
せ
た
。

　
パ
イ
コ
ロ
女
性
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
、

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
ミ
ナ
郊
外
の
ハ

ス
ケ
女
性
協
同
組
合
だ
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
名
産
の
一
つ
、
シ
ア
の
実
を
使
っ

た
製
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
ほ
ら
、
こ
う
や
っ
て
実
を
砕
い
て

い
く
の
よ
」

　
２
人
の
女
性
が
臼
の
中
に
棒
を
打
ち

付
け
て
い
る
姿
は
、
日
本
の
も
ち
つ
き

の
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
中
に
水
を

加
え
て
、
浮
い
て
き
た
油
を
使
っ
て
シ

ア
バ
タ
ー
の
石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
作
る
。保
湿
効
果
は
抜
群
だ
。

　「
団
体
名
の
〝
ハ
ス
ケ
〞
は
光
と
い

う
意
味
な
の
よ
。
私
た
ち
の
活
動
が
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
女
性
た
ち
に
光
を
も

た
ら
す
よ
う
に
ね
」。
そ
う
説
明
し
て

く
れ
た
の
は
、
ザ
イ
ナ
ブ
・
ア
ブ
バ
カ

ー
ル
代
表
。
最
近
、
州
女
性
省
は
こ
の

よ
う
な
女
性
協
同
組
合
と
女
性
セ
ン
タ

ー
の
橋
渡
し
を
始
め
た
。「
卒
業
後
、

彼
女
た
ち
が
技
術
を
生
か
し
て
仕
事
を

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
個
人

で
や
る
の
も
一
つ
の
手
段
で
す
が
、
地

域
の
女
性
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
と
い

う
モ
デ
ル
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
甲
斐
田
さ
ん
は
話
す
。

　
ア
ブ
バ
カ
ー
ル
さ
ん
に
モ
ッ
ト
ー
を

尋
ね
る
と
、
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き

た
。〝H

A
RD
 W
O
RK
IN
G IS O

U
R 

PRID
E

〞。
太
陽
の
下
で
働
く
、
明
る

い
女
性
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　
帰
国
し
て
か
ら
２
週
間
が
た
っ
た
こ

ろ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
で
女
子
生

徒
が
武
装
集
団
に
連
れ
去
ら
れ
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
を
は
じ
め
、
開
発
途
上
国

に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。

し
か
し
現
場
で
地
道
に
汗
を
流
す
人
々

の
努
力
が
、
き
っ
と
、
こ
の
国
を
変
え

て
い
く
と
信
じ
た
い
。

成
長
の
裏
側
で

女
性
た
ち
は
…

女
性
た
ち
が
生
き
生
き
と

学
べ
る
場
を
つ
く
る

卒
業
後
の

道
を
切
り
開
く
た
め
に

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に

ナイジャ州のパイコロ
女性センター。「女性
たちが設備の整った環
境で学べるように」と、
最近建て替えられた

はるか時を超えて、ナイジェリ
アの女性たちが愛用していた
のは日本で昔使われていた編
み機だった

ビーズを細い糸に一つ一つ通していく。根気がいる
作業だが、「出来上がりを見るのがうれしくて」とみ
んな懸命に取り組んでいた

足踏みミシンと手縫いで服を仕上げていく。外出す
る機会が限られる女性たちにとって、クラスメートと
の作業は楽しい時間だ

赤ちゃんをおぶって編み物の授業を受ける女性。
育児をしながらも学べる環境が整いつつある

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に

女性センターの生徒たちの力作。鮮やかな
色使いに独特のセンスが感じられる

NCWDのオマール計画調査統計局
長。「家族の理解を得て、しっかりと女
性センターで学べるような環境を整え
たい」と意欲的だ

かつて教師をしていたというナイ
ジャ州女性省のバロア局長。「女
性の学びの場をもっと増やしてい
きたい」と話す

シアの実を砕く女性協同組合のメン
バー。おそろいの服を身にまとい、一致
団結して活動を進めている

日本でも人気が高いシアバター製品。
いつか日本で彼女たちの製品が買え
る日が来るかもしれない

ナイジェリア全土にある女性センターは、
技術を学ぶだけでなく、女性と社会をつ
なぐ懸け橋にもなっている
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from Myanmar
ミャンマー

　
　
　
　
　
　
　

　「
10
代
の
時
、
稼
ぎ
の
い
い
仕
事
が

あ
る
と
親
戚
に
誘
わ
れ
、
中
国
と
の
国

境
近
く
の
町
に
向
か
い
ま
し
た
。
で
も

そ
の
晩
、
ホ
ス
テ
ル
の
一
室
に
閉
じ
込

め
ら
れ
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
捕
ま
っ

て
し
ま
っ
て
。
数
日
後
、
中
国
に
連
れ

て
行
か
れ
、
農
家
に
嫁
と
し
て
売
ら
れ

て
６
年
間
働
か
さ
れ
ま
し
た
」。

　
こ
れ
は
、
人
身
取
引
の
被
害
に
遭
っ

　「
×
×
国
に
は
給
料
の
高
い
仕
事
が

あ
り
ま
す
よ
」。
そ
ん
な
甘
い
言
葉
に

誘
わ
れ
、
貧
し
さ
故
に
つ
い
て
行
っ
て

し
ま
う
。
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
い

て
も
、
も
う
遅
い
。

　
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
遠
い

国
の
話
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
被
害
者

た
ち
は
、
実
は
日
本
に
も
連
れ
て
こ
ら

れ
て
い
る
の
だ
。
日
本
は
そ
の
事
実
を

受
け
止
め
、
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
―
。

２
０
０
９
年
か
ら
被
害
者
の
保
護
や
社

会
復
帰
に
焦
点
を
当
て
、
タ
イ
で
協
力

を
開
始
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
こ
の
国

境
を
越
え
た
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
ベ

ト
ナ
ム
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
も
協
力
の
輪

を
広
げ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
そ
の
事
業

を
支
え
て
い
る
の
が
、
日
本
人
専
門
家

の
甲
木
京
子
さ
ん
だ
。
福
岡
県
内
の
女

性
セ
ン
タ
ー
で
長
年
、
家
庭
内
暴
力
や

性
暴
力
の
被
害
者
の
支
援
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
を
生
か
し
、
現
地
の
人
々
と

共
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
人
身
取
引
に
遭

っ
た
被
害
者
が
帰
国
す
る
と
、
シ
ェ
ル

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
施
設
で
数
日
間
保
護

す
る
。
社
会
福
祉
局
と
警
察
の
職
員
が

話
を
聞
き
、
そ
の
後
、
家
族
の
も
と
に

安
全
に
送
り
届
け
る
。

　
甲
木
さ
ん
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
一
つ

を
訪
れ
た
時
、「
被
害
者
が
本
当
の
こ

と
を
話
し
て
く
れ
な
い
」「
話
す
た
び

に
違
う
こ
と
を
言
う
」
な
ど
の
悩
み
を

職
員
た
ち
か
ら
打
ち
明
け
ら
れ
た
。「
被

害
者
と
の
接
し
方
が
分
か
ら
な
い
よ
う

で
、
う
ま
く
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
甲
木
さ
ん
は
話
す
。
シ
ェ
ル

タ
ー
で
働
い
て
い
て
も
、
そ
も
そ
も
人

身
取
引
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
十
分

に
理
解
し
て
い
な
い
人
も
多
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
被
害
者
の
社
会
復
帰
を
支

援
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
そ
こ
で
甲
木
さ
ん
が
企
画
し
た
の
が
、

シ
ェ
ル
タ
ー
の
職
員
の
指
導
役
と
な
る

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に

ト
レ
ー
ナ
ー
を
養
成
す
る
研
修
。
社
会

福
祉
局
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
警

察
官
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
対

象
に
、
人
身
取
引
に
関
す
る
政
策
や
法

律
の
知
識
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

連
携
方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ

た
。「
日
本
で
も
い
ろ
い
ろ
な
研
修
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
参

加
者
全
員
が
熱
心
に
学
ぶ
研
修
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
身
取
引
に
立
ち
向
か
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
で
し

ょ
う
か
」
と
甲
木
さ
ん
は
話
す
。

　
中
で
も
被
害
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
の
講
義
は
、
多
く
の
参
加

者
に
と
っ
て
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
だ
。
話

を
聞
く
、
情
報
を
与
え
る
、
解
決
策
を

考
え
る
…
。
い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
講
師
が
「
こ

れ
ら
の
中
で
す
べ
き
こ
と
と
、
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
」
と
問

い
掛
け
る
。
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
何
が
答
え
か
議
論
を
始
め
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
後
、
答
え
を
確

認
し
な
が
ら
講
師
が
解
説
す
る
。「
大

切
な
の
は
、
そ
の
先
ど
う
す
る
か
決
め

る
の
は
被
害
者
自
身
だ
と
い
う
こ
と
。

話
を
し
な
が
ら
問
題
を
整
理
し
、
必
要

な
情
報
を
得
て
よ
り
良
い
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
後
押
し
す
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
を
実
行
で
き
る
よ
う
に
手
伝
う
の

が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
」。
警
察
官
の

ヌ
ー
ヌ
ー
エ
イ
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

は
被
害
者
の
話
を
聞
く
だ
け
で
し
た

が
、
彼
ら
の
不
安
を
取
り
除
け
る
よ
う

な
情
報
提
供
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

　
研
修
終
了
後
は
、
今
度
は
参
加
者
自

身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
で
被
害
者

支
援
に
携
わ
る
人
た
ち
に
研
修
を
実

施
。
２
年
間
で
約
６
６
０
人
が
受
講
し

た
。

　
甲
木
さ
ん
は
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

「
多
く
の
被
害
者
が
望
ん
で
い
る
の
は
、

自
国
で
安
定
し
た
職
に
就
い
て
自
立
す

る
こ
と
。
職
業
訓
練
や
就
職
に
関
す
る

情
報
な
ど
も
提
供
で
き
る
よ
う
な
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
ヤ
ン
ゴ

ン
に
開
設
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　
メ
コ
ン
地
域
５
カ
国
と
の
連
携
も
さ

ら
に
強
化
し
、
暗
闇
の
中
で
苦
し
む

人
々
の
た
め
に
、
地
域
を
挙
げ
て
人
身

取
引
の
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
女
性
の
証
言
だ
。
な

ん
と
か
警
察
に
逃
げ
込
み
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
人
身
取
引
。
暴
力
や
脅
迫
な
ど
強
制

的
な
手
段
で
、
別
の
土
地
や
国
に
連
れ

去
り
、
労
働
の
強
制
や
性
的
搾
取
を
行

う
―
。
そ
の
対
象
は
、
女
性
や
子
ど
も

な
ど
社
会
的
立
場
の
弱
い
人
々
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
国
務
省
に
よ

れ
ば
、
被
害
者
は
毎
年
約
80
万
人
。
そ

の
約
３
分
の
１
が
東
南
ア
ジ
ア
の
人
た

ち
だ
。

被
害
者
の
目
線
で

話
を
聞
く

ア
ジ
ア
で
多
発
す
る

人
身
取
引

ミャンマー中部、マンダレーのパゴダ
で支援者たちと意見交換する被害
者。「私たちの経験を共有すること
で啓発活動につながれば」と話す

被害者とカウンセラーのロールプレイ。被害者の
気持ちを十分に理解して初めて、的確なカウン
セリングができる

強
制
労
働
や
性
的
搾
取
な
ど
で
、
弱
い
立
場
の
人
を
苦
し
め
て
い
る
人
身
取
引
。

そ
の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、

被
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
て
日
本
が
立
ち
上
が
っ
た
。

暗
闇
か
ら

前
に
進
む
た
め
に

「被害者にはどんな支援が必要でしょうか？」。
グループワークやロールプレイを多用し、参加
者が自ら考え学び取る力を育む

トレーナー養成研修の終わりに参加者
に話をする甲木さん（左）。「皆さんは優
秀なトレーナーになると確信していま
す。今回学んだことをぜひ周りの人た
ちにも伝えてください」

ネピドー
ヤンゴン

か
つ
き
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from Angola
アンゴラ

　
　
　
　
　
　
　

　
妊
娠
し
た
時
、
こ
ん
な
状
況
が
起
こ

り
得
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う

か
。

　
病
院
で
い
く
ら
待
っ
て
も
、
診
察
し

て
も
ら
え
な
い
。
帝
王
切
開
の
緊
急
手

術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

バ
ス
に
乗
っ
て
自
力
で
病
院
に
向
か
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
産
し
て
わ
ず

か
６
時
間
後
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
て

退
院
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
…
。

　
ア
フ
リ
カ
南
西
部
の
国
ア
ン
ゴ
ラ
の

女
性
た
ち
の
現
状
だ
。〝
お
産
は
女
性

一
人
の
仕
事
〞。
そ
ん
な
伝
統
的
な
考

え
が
強
く
、
出
産
に
夫
が
立
ち
会
う
な

ん
て
皆
無
。
安
全
な
出
産
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
も
整
っ
て
い
な
い
。
１
９
７

５
年
の
独
立
後
に
27
年
に
わ
た
っ
て
続

い
た
内
戦
に
よ
り
病
院
は
破
壊
さ
れ
、

多
く
の
医
師
や
看
護
師
が
命
を
落
と
し

た
。
生
き
残
っ
た
人
々
も
教
育
を
き
ち

ん
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
療
技

術
や
知
識
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　
そ
こ
で
日
本
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
向
け
、
医
療

施
設
の
整
備
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の

人
材
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
日
本
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
っ
た
の
が
ブ
ラ
ジ
ル
だ
。
彼
ら
に

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
課
題
を
乗
り
越

え
て
き
た
経
験
と
ア
ン
ゴ
ラ
と
同
じ
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
圏
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
人
と
日
本
人
の
専
門
家
が
タ

ッ
グ
を
組
み
、
患
者
一
人
一
人
の
カ
ル

テ
を
導
入
す
る
な
ど
、
医
療
施
設
が
う

ま
く
機
能
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
支
え

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
保
健
医
療
分
野
の
中
で
も
、
母
子
保

健
の
課
題
は
深
刻
だ
っ
た
。
妊
産
婦
10

万
人
当
た
り
の
死
亡
率
は
日
本
の
４
・

１
人
に
対
し
て
４
５
０
人
（
２
０
１
０

年
）、
５
歳
未
満
児
１
０
０
０
人
当
た

特集 ジェンダー
女性の輝きを力に

り
の
死
亡
率
は
１
５
８
人（
２

０
１
１
年
）
で
世
界
ワ
ー
ス

ト
８
位
だ
。
女
性
た
ち
に
と

っ
て
、
出
産
は
ま
さ
に
〝
命

懸
け
〞
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
も
脅
か
さ
れ
て
い

た
。

　
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
妊

産
婦
や
子
ど
も
の
健
康
を
継

続
し
て
管
理
す
る
仕
組
み
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
。
産
前

健
診
の
記
録
を
つ
け
る
「
妊

産
婦
手
帳
」、
子
ど
も
の
予

防
接
種
を
記
録
す
る
「
子
ど

も
健
康
カ
ー
ド
」
は
あ
る
が
、

出
産
後
は
「
子
ど
も
健
康
カ

ー
ド
だ
け
あ
れ
ば
い
い
」
と

妊
産
婦
手
帳
は
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
。
産
前
産
後
の
健
康

状
態
を
継
続
的
に
記
録
す
る
こ
と
で
、

次
の
妊
娠
へ
の
適
切
な
間
隔
や
リ
ス
ク

な
ど
が
分
か
る
が
、
そ
う
い
っ
た
認
識

が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　
そ
こ
で
ア
ン
ゴ
ラ
保
健
省
の
職
員
と

共
に
現
状
を
変
え
よ
う
と
奮
闘
し
て
い

る
の
が
、
長
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
孤
児
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
が
堪
能
な
定
森
徹
さ
ん
、

そ
し
て
メ
キ
シ
コ
で
母
子
保
健
分
野
の

支
援
の
経
験
が
あ
る
和
田
知
代
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
の
専
門
家
チ
ー
ム
だ
。

　
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
で
お

な
じ
み
の
母
子
健
康
手
帳
の
導
入
。
保

健
省
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
コ
ス
タ
人
材
局

長
の
提
案
だ
っ
た
。
日
本
で
研
修
を
受

け
た
時
、
妊
娠
時
か
ら
子
ど
も
が
５
歳

に
な
る
ま
で
の
記
録
を
１
冊
で
カ
バ
ー

す
る
母
子
健
康
手
帳
に
衝
撃
を
受
け

た
。「
こ
れ
が
あ
れ
ば
ア
ン
ゴ
ラ
の
母

子
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
！
と

瞬
時
に
思
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
ま
ず
は
保
健
省
の
職
員
に
加
え
、
現

地
で
活
動
す
る
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
や
国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
な

ど
の
国
連
機
関
、
ア
ン
ゴ
ラ
小
児
科
学

会
な
ど
が
集
ま
っ
て
母
子
健
康
手
帳
委

員
会
を
設
立
。
現
在
使
用
し
て
い
る
妊

産
婦
手
帳
、
子
ど
も
健
康
カ
ー
ド
、
ユ

ニ
セ
フ
の
教
材
、
保
健
省
の
資
料
な
ど

の
ペ
ー
ジ
一
枚
一
枚
を
コ
ピ
ー
し
て
壁

に
貼
り
、
必
要
な
内
容
を
吟
味
し
て
台

紙
に
貼
っ
て
い
く
作
業
を
繰
り
返
し

た
。
既
存
の
も
の
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
、
新
し
い
手
帳
を
作
る
た
め
だ
。

　「
予
防
接
種
の
種
類
を
新
し
く
追
加

し
た
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

　「
妊
娠
期
間
の
正
し
い
食
生
活
な
ど
、

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
情
報
を
入
れ
る
の

は
ど
う
で
す
か
？
」

　
み
ん
な
で
手
を
動
か
し
な
が
ら
作
っ

た
試
作
版
は
、
な
ん
と
か
１
年
で
完
成

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
定
森
さ
ん
は
、「〝
お

金
で
は
な
く
知
識
や
技
術
を
教
え
て
ほ

し
い
〞と
保
健
省
の
同
僚
か
ら
言
わ
れ
、

何
と
し
て
で
も
現
状
を
改
善
し
た
い
と

い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
。
試
作
版
を
手
に
し
た
コ
ス
タ
さ

ん
も
、「
手
塩
に
か
け
て
作
っ
た
手
帳

は
娘
の
よ
う
に
大
切
な
存
在
で
あ
り
、

母
子
健
康
手
帳
で

意
識
の
変
化
を

母
子
を
取
り
巻
く

劣
悪
な
環
境

私
た
ち
の
希
望
で
す
。
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら

他
の
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
も
母
子
健
康

手
帳
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と

意
欲
を
見
せ
た
。

　
ま
ず
は
そ
の
使
い
方
を
医
療
従
事

者
に
伝
え
、
首
都
ル
ア
ン
ダ
市
内
の
お

母
さ
ん
た
ち
に
試
験
的
に
配
布
す
る
。

現
場
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
よ

り
良
い
も
の
へ
と
改
善
し
て
い
く
予
定

だ
。
コ
ス
タ
さ
ん
た
ち
の
思
い
が
詰
ま

っ
た
母
子
健
康
手
帳
が
、
全
て
の
家
族

に
笑
顔
を
も
た
ら
す
日
も
そ
う
遠
く
は

な
い
。

「出産・育児は女性がするもの」という認識
を変えるために、母子健康手帳を通じて父
親の育児への参加を促す

イラストを多く使い、分かりやすいよう
工夫した試作版。表紙のイラストを夫
婦と赤ちゃんにしたのも、家族で育児
をしようというメッセージだ

子ども健康カードを持って予防接種に来た母親たち

医療技術の研修を実施するブラジル
人専門家（左）。母子健康手帳の普
及も日本と協力して進めていく

長
年
の
内
戦
が
終
わ
り
、
成
長
を
続
け
る
ア
ン
ゴ
ラ
。

し
か
し
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
は
じ
め
、

人
々
の
生
活
に
直
結
す
る
ニ
ー
ズ
は
十
分
に
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
改
善
に
向
け
、
日
本
の
〝
あ
る
も
の
〞
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

母
子
の
未
来
を
守
る
手
帳

妊産婦手帳や子ども健康カードのコピーを壁に貼り、アンゴラ版母子健康手帳の
構成を議論する委員会メンバーと定森さん（中央）
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女性の輝きを力に

〝
手
に
職
〞で
切
り
開
く
女
子
学
生
の
未
来

キ
ス
タ
ン
北
東
部
の
都
市
ラ
ホ
ー

ル
に
あ
る
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ロ
ー
ド
技

術
短
期
大
学
。こ
こ
を
訪
れ
る
と
、民
族

衣
装
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
女
子
学
生
た
ち

の
姿
に
驚
か
さ
れ
る
。ど
う
や
ら
測
量
の

実
習
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
。

　
公
立
学
校
の
建
築
学
科
と
し
て
は
、パ

キ
ス
タ
ン
で
初
め
て
の
男
女
共
学
。同
校

の
教
育
内
容
の
改
善
に
向
け
、派
遣
さ

れ
て
い
た
伊
藤
稔
専
門
家
が
女
子
学
生

の
募
集
を
提
案
し
た
時
、真
っ
先
に
賛
成

し
た
の
が
、建
築
学
科
の
教
員
の
ア
シ

ア
・
ジ
ャ
ビ
ー
ン
さ
ん
だ
っ
た
。パ
キ
ス
タ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
力
で
で
き
る
こ
と

童
心
理
学
者
か
ら
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
―
。ア
デ
ィ
ス
さ
ん

の
劇
的
な
転
身
を
後
押
し
し
た
の
は
、

母
国
の
エ
チ
オ
ピ
ア
が
抱
え
る
あ
る
課
題

だ
っ
た
。安
く
商
品
を
生
産
す
る
た
め
、

洋
服
な
ど
の
生
産
現
場
で
幼
い
女
の
子

が
働
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
。「
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
生
産
者
に
正
当
な
賃
金
を
払
え
ば
、

子
ど
も
ま
で
働
か
せ
ず
に
済
む
の
に
…
」

と
ア
デ
ィ
ス
さ
ん
は
考
え
た
。

　
高
校
時
代
か
ら
デ
ザ
イ
ン
に
関
心
が

高
か
っ
た
彼
女
は
、2
0
0
9
年
に
自
ら

の
ブ
ラ
ン
ド「Y

efikir
D
esign

」を
立

ち
上
げ
た
。コ
ン
セ
プ
ト
は
、エ
チ
オ
ピ

ア
の
伝
統
的
な
民
族
衣
装
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
た
モ
ダ
ン
な
ド
レ
ス
。
そ
れ
を
作

る
の
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
女
性
た
ち
だ
。子

育
て
を
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、ド

レ
ス
作
り
に
携
わ
る
こ
と
で
収
入
を
得

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、生
活
向
上
に
つ
な

が
る
は
ず
―
。そ
ん
な
思
い
で
取
り
組
み

in 
パキスタン

パ

児 ン
で
は
女
性
の
職
業
が
公
務
員
や
看
護

師
な
ど
に
限
ら
れ
る
が
、こ
の
数
年
で
変

化
が
現
れ
て
い
る
の
が
建
築
業
界
。経
済

発
展
に
伴
う
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
多
く
の
人

手
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
か
ら
だ
。

　「
短
大
な
ら
学
費
も
抑
え
ら
れ
て
、所

得
が
低
い
家
庭
出
身
の
女
子
で
も
入
り

や
す
い
。技
術
を
身
に
付
け
て
高
収
入
を

得
ら
れ
る
建
築
業
界
に
就
職
す
る
こ
と

が
、貧
困
削
減
の
一
歩
に
な
る
は
ず
」と

ジ
ャ
ビ
ー
ン
さ
ん
は
話
す
。彼
女
自
身
、

ラ
ホ
ー
ル
技
術
工
科
大
学
建
築
学
部
で

を
進
め
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
の
シ
ョ

ー
な
ど
で
高
い
評
価
を
得
る
ま
で
に
ブ

ラ
ン
ド
は
成
長
し
た
。

　
今
年
2
月
、ア
デ
ィ
ス
さ
ん
は
J
I
C

A
が
日
本
で
企
画
し
た
ア
フ
リ
カ
女
性

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、日
本
の
女

性
起
業
家
の
取
り
組
み
や
行
政
の
女
性

支
援
の
政
策
な
ど
を
学
ん
だ
。現
在
は
、

そ
の
学
び
を
エ
チ
オ
ピ
ア
の
女
性
起
業

家
に
共
有
す
る
た
め
の
研
修
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。「
質
に
こ
だ
わ
っ

て
改
善
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
成
功
の
カ

ギ
だ
と
学
び
ま
し
た
。エ
チ
オ
ピ
ア
に
は

独
特
で
美
し
い
伝
統
が
あ
り
、良
い
も
の

を
も
っ
と
世
界
に
届
け
ら
れ
る
は
ず
。数

十
年
後
に
は
、今
よ
り
女
性
が
活
躍
す

る
国
に
な
っ
て
い
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
」。日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
知
見
で
、

自
分
自
身
も
こ
の
国
も
変
え
て
い
き
た

い
―
。パ
ワ
フ
ル
な
彼
女
の
挑
戦
は
ま
だ

ま
だ
続
く
。

ア
シ
ア・
ジ
ャ
ビ
ー
ン
さ
ん

レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ロ
ー
ド
技
術
短
期
大
学 

建
築
学
科 

教
員

in 
グアテマラ

エ
レ
ナ
・
チ
キ
バ
ル
さ
ん

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・ア
テ
ィ
ト
ラ
ン
市
女
性
団
体
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

地
域
の
強
み
を
生
か
し
て
生
活
を
豊
か
に

界
一
美
し
い
湖
と
い
わ
れ
る
ア
テ

ィ
ト
ラ
ン
湖
。そ
の
ほ
と
り
で
は
、

マ
ヤ
の
伝
統
が
代
々
受
け
継
が
れ
て
い

る
。色
鮮
や
か
に
染
め
ら
れ
た
織
物
は
、

こ
の
地
域
の
特
産
品
。こ
れ
を
女
性
の

生
活
向
上
に
活
用
し
よ
う
と
奮
闘
し
て

い
る
の
が
エ
レ
ナ
・
チ
キ
バ
ル
さ
ん
だ
。

　
現
在
は
、地
域
ご
と
に
13
の
女
性
グ
ル

ー
プ
を
立
ち
上
げ
、技
術
指
導
を
行
う
と

と
も
に〝
売
れ
る
〞製
品
を
開
発
中
。「
女

性
た
ち
の
多
く
は
こ
れ
ま
で
教
育
を
受
け

る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。高
い
価
格

で
も
売
れ
る
製
品
を
作
っ
て
販
売
し
、彼

女
た
ち
の
生
活
を
変
え
た
い
の
で
す
」。

　
こ
の
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

チ
キ
バ
ル
さ
ん
が
2
0
0
7
年
に
参
加
し

た
日
本
で
の
研
修
。戦
後
に
日
本
で
行

わ
れ
た
生
活
改
善
運
動
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
、農
村
の
女
性
た
ち
自
ら
が

世

生
活
の
問
題
を
意
識
し
、解
決
策
を
考

え
た
こ
と
を
知
り
、そ
の
取
り
組
み
は
目

か
ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
。「
住
民
自
身
の
意

志
で
参
加
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

知
り
ま
し
た
。誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
の

を
待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
自
身
で

良
い
も
の
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢

が
大
切
な
の
だ
と
」。そ
う
チ
キ
バ
ル
さ
ん

は
振
り
返
る
。

　
帰
国
後
は
早
速
女
性
た
ち
と
積
極
的

に
議
論
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、化
学
染

料
で
染
め
ら
れ
た
織
物
は
色
が
落
ち
や

す
い
と
い
う
気
付
き
を
ヒ
ン
ト
に
、天
然

染
料
を
使
っ
た
製
品
を
作
ろ
う
と
決
め

た
。「
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
や
色
が
流

行
し
て
い
る
の
か
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
、よ

り
求
め
ら
れ
る
商
品
を
作
っ
て
い
き
た

い
」。
チ
キ
バ
ル
さ
ん
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

向
け
て
目
を
輝
か
せ
る
。

学
び
、設
計
事
務
所
で
の
勤
務
を
経
て

教
員
に
採
用
さ
れ
た
経
歴
を
持
つ
。
自

分
と
同
じ
よ
う
に
、新
し
い
道
を
切
り
開

い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
だ
。

　
情
勢
不
安
に
よ
り
短
大
近
く
の
駅
で

爆
発
事
件
が
起
き
た
時
、女
子
学
生
の

募
集
を
や
め
よ
う
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た

が
、「
彼
女
た
ち
は
私
が
守
り
ま
す
か
ら
」

と
必
死
に
止
め
た
。

　
2
0
1
0
年
か
ら
の
3
年
間
で
入
学

し
た
女
子
学
生
は
1
0
4
人
。彼
女
た

ち
が
社
会
を
変
え
て
い
く
―
。ジ
ャ
ビ
ー

ン
さ
ん
は
そ
う
信
じ
て
い
る
。

私
の

　
　
　

  

が

国
を
変
え
る
！

〝
コ
レ
〞

女
性
だ
か
ら
こ
そ
、
祖
国
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
―
。

自
国
の
女
性
た
ち
の
生
活
改
善
に
向
け
て
奮
闘
す
る
3
人
を
紹
介
！

in 
エチオピア

フ
ィ
ク
ル
タ
・
ア
デ
ィ
ス
さ
ん

イ
ェ
フ
ィ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン 

デ
ザ
イ
ナ
ー



　「
洗
顔
料
は
よ
く
泡
立
て
て
か
ら
使
う
の
が

コ
ツ
で
す
よ
」

　
そ
ん
な
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
洗
顔
料
を

試
し
て
み
る
村
の
女
性
た
ち
。
顔
に
手
を
当

て
な
が
ら
、「
さ
っ
ぱ
り
し
て
気
持
ち
が
い
い

わ
」「
き
れ
い
に
な
っ
た
か
も
？
」
と
、
う
れ

し
そ
う
に
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
の
使
用
法
や
衛
生
・
栄
養
に
関
す
る

知
識
を
広
め
る
こ
と
で
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
た
い
―
。
２
０
１
３
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
制
度
を
活
用
し
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
Ｂ
Ｏ
Ｐ
※
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
け
た

調
査
を
進
め
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社
資
生

堂
だ
。

　
日
本
人
女
性
な
ら
、
同
社
の
製
品
を
使
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
は
ず
。
ス
キ
ン
ケ

ア
か
ら
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、
美
容
食
品
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
を
生
み
出
し
、
89
の
国
と
地

域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　「
こ
の
調
査
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
人
口

が
多
く
発
展
が
見
込
ま
れ
る
南
ア
ジ
ア
で
多

く
の
女
性
た
ち
と
出
会
い
た
い
と
思
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
世
の
中
に
役
立
つ
こ

と
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
創
業
か
ら
受
け

継
が
れ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
の

藤
沢
冬
子
さ
ん
は
話
す
。

　
女
性
の
生
き
方
を
応
援
し
た
い
―
。
昭
和

初
期
、
ま
だ
女
性
の
社
会
進
出
が
一
般
的
で

は
な
か
っ
た
時
代
に
、
化
粧
品
を
販
売
す
る

美
容
部
員
の
前
身
「
ミ
ス
・
シ
セ
イ
ド
ウ
」

と
い
う
職
業
を
生
み
出
し
た
資
生
堂
。
美
容

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
で
女
性
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
創
出

に
も
つ
な
が
っ
た
。「
美
し
く
な
り
た
い
と
い

う
思
い
は
、
女
性
に
と
っ
て
生
き
る
喜
び
や

夢
を
見
る
力
に
な
る
。
そ
ん
な
女
性
を
応
援

し
た
い
と
い
う
理
念
は
、
創
業
当
時
か
ら
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
」。

　
し
か
し
、
食
料
や
水
さ
え
十
分
に
得
ら
れ

な
い
開
発
途
上
国
で
、
化
粧
品
が
使
わ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
に
対
し
、

藤
沢
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
首
都
ダ
ッ
カ
の
ス

ラ
ム
を
訪
ね
る
と
、
ど
ん
な
に
貧
し
く
て
も

女
性
た
ち
が
ヘ
ア
オ
イ
ル
を
持
っ
て
い
て
驚

き
ま
し
た
。〝
き
れ
い
に
な
り
た
い
〞
と
い
う

女
性
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
だ
と

確
信
し
ま
し
た
」。

　
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
の
中
で
も
比
較
的
所
得
が
高
い

女
性
を
調
査
し
て
み
る
と
、
ダ
ッ
カ
近
郊
の

タ
ン
ガ
イ
ル
県
の
女
性
は
、
洗
顔
料
や
ク
リ

ー
ム
を
毎
日
使
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
肌
の

悩
み
を
何
と
か
し
た
い
」「
安
全
な
成
分
で
で

き
た
製
品
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
か
ら
、
特

に
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
の
需
要
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
を
使
う
だ
け

で
美
し
く
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
美
し
い

肌
に
な
る
に
は
、
生
活
環
境
を
清
潔
に
保
ち
、

心
身
共
に
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

美
し
さ
は
健
や
か
さ
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
す
」
と
藤
沢
さ
ん
は
話
す
。
こ
こ
が

最
も
こ
だ
わ
る
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
そ
う
な
る
と
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
女
性

た
ち
が
直
面
す
る
課
題
は
多
い
。
例
え
ば
衛

生
面
。
村
の
中
は
牛
な
ど
の
家
畜
が
歩
き
回

り
、
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
ハ
エ
が
た
か
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。〝
家
畜
を
触
っ
た
ら
手
を

洗
っ
た
方
が
い
い
〞
と
い
う
認
識
は
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
が
な
ぜ
な
の
か
、
理
由
を
知
ら

な
い
人
も
多
い
。

　
ま
た
、
料
理
に
は
油
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、

山
盛
り
の
ご
飯
に
お
か
ず
は
魚
や
野
菜
の
フ

ラ
イ
な
ど
が
少
し
だ
け
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
な
い
た
め
、
ニ
キ
ビ
に
悩
む
女
性

が
多
い
。
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
の
摂
取
も
、
美
し
い
肌
を
保
つ

た
め
に
は
必
須
だ
。

　
そ
こ
で
藤
沢
さ
ん
た
ち
は
、
健
康
な
生
活

に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ン
ケ
ア
方
法
を
一
緒

に
広
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し

た
の
が
、
タ
ン
ガ
イ
ル
県
で
販
売
網
を
持
つ

現
地
企
業
と
の
連
携
。
こ
こ
に
所
属
す
る
女

性
販
売
員
が
村
々
を
回
っ
て
販
売
と
啓
発
活

動
を
担
う
。
訪
問
時
に
村
の
女
性
を
20
人
ほ

ど
集
め
、
定
期
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
仕
組
み
だ
。

　「
ど
ん
な
肌
の
悩
み
が
あ
り
ま
す
か
？
一
緒

に
原
因
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」。
紙
芝
居
な

ど
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
衛
生
や
栄
養
の

知
識
を
伝
え
、
村
の
女
性
た
ち
に
気
付
き
を

与
え
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
今
年
１
月
か
ら
、
洗
顔
料
、
保
湿
ジ
ェ
ル
、

日
焼
け
止
め
の
テ
ス
ト
販
売
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
全
て
の
女
性
が
健
康
で
、
そ
し
て

美
し
く
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
―
。
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
資
生
堂
の

取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
化
し
て

い
き
そ
う
だ
。

ス
キ
ン
ケ
ア
を
き
っ
か
け
に

生
活
全
体
を
変
え
る

日
本
で
も
開
発
途
上
国
で
も

女
性
を
応
援
！

「家畜を触った後は手を洗い
ましょう」。衛生の知識を伝え
る村でのワークショップ

資生堂の製品を手にして
うれしそうな村の女性。「毎
日のスキンケアが楽しくな
るわ」と目を輝かせる

ワークショップで使う資
料を入れたおそろいの
バッグを持って、村で啓
発活動を行う女性たち

※Base of the Pyramidの略で、年
間3,000ドル以下で暮らす貧困層の
人々。

株式会社資生堂

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

美しく生きる
創業から140年以上、女性の“美”を追求し続けてきた化粧品メーカー、

株式会社資生堂。その強みを生かし、
バングラデシュの女性たちと挑戦を続けている。

ワークショップでは、実際に製品を使いながら健康や美容について
みんなで考える。実は、村の男性で興味を持っている人も多いとか

現地で活動する資生堂の大場華子さんと山岸
みをさん（前列中央）は、「調査で滞在したホーム
ステイ先のお母さんに、“いつでも帰ってきてね”
と言われてうれしかった」と話す

バングラデシュ

ダッカ
タンガイル県
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１
３
６
カ
国
中
１
０
５
位
。

　
２
０
１
３
年
に
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

発
表
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
の
日
本
の
順
位
だ
。
こ
れ
は
、

経
済
、
教
育
、
政
治
、
保
健
の
分
野
で
、
ど

れ
だ
け
男
女
間
が
平
等
か
を
示
す
も
の
。
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
と
北
欧
諸
国
が
上
位
を
占
め
、
日
本
は
女

性
の
議
員
や
管
理
職
の
割
合
の
低
さ
な
ど
が

影
響
し
て
こ
の
順
位
に
な
っ
て
い
る
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
は
、
日
本
も
改
善
が
必
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
で
も
、
女
性
は
教
育

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
職
に
就
け
な
か
っ

た
り
と
、
人
生
の
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
。
こ
の
状
況
を
改
善
し
た
い―

。

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
ア
ジ
ア
と
の

つ
な
が
り
が
深
い
福
岡
県
北
九
州
市
だ
っ

た
。
１
９
９
０
年
に
ふ
る
さ
と
創
生
事
業※

と
し
て
公
益
財
団
法
人
ア
ジ
ア
女
性
交
流
・

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｋ
Ｆ
Ａ
Ｗ
）
を
設
立
。
日

本
と
ア
ジ
ア
の
女
性
が
直
面
す
る
課
題
の
調

査
・
研
究
、
開
発
途
上
国
の
行
政
官
の
人
材

育
成
、
ア
ジ
ア
と
北
九
州
市
の
女
性
た
ち
の

相
互
理
解
の
促
進
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
20

年
以
上
に
な
る
。

　
Ｋ
Ｆ
Ａ
Ｗ
の
主
な
活
動
の
一
つ
が
、「
ア

ジ
ア
女
性
会
議―

北
九
州
」
の
開
催
だ
。
世

界
各
国
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
に
取
り
組

む
専
門
家
を
招
き
、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
の
予
防
」
や
「
女
性
の
活

躍
推
進
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ジ
ア
地
域

官
２
０
０
人
以
上
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
で
受

け
入
れ
て
き
た
。
教
育
、
農
村
、
都
市
開
発

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
〝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主

流
化
〞
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
だ
。
国
や
地
方

自
治
体
、
大
学
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
担
当
者
な
ど
に

よ
る
講
義
に
加
え
、
北
九
州
市
の
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
や
保
育
施
設
、
小
学
校
な
ど

も
視
察
す
る
。

　「
女
性
が
出
産
後
も
働
き
続
け
る
た
め
に
、

子
育
て
支
援
の
制
度
づ
く
り
は
重
要
で
す
」

と
Ｋ
Ｆ
Ａ
Ｗ
の
研
修
担
当
者
は
強
調
す
る
。

市
内
の
保
育
園
を
訪
れ
た
モ
ル
ド
バ
か
ら
の

研
修
員
は
、「
北
九
州
市
の
保
育
制
度
は
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
う
ま
く
応
え
て
い

ま
す
ね
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
ま
た
近
年
、
北
九
州
市
が
対
策
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
途
上
国
で
も
日
本
で
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
女
性
・
女
児
へ
の
暴
力
防

止
だ
。
そ
こ
で
研
修
の
中
に
も
「〝
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
〞
を
ど
う
予
防
す
る
か
」
を
盛
り
込
ん

だ
。
夫
婦
間
の
暴
力
を
指
す
Ｄ
Ｖ
と
区
別
し

て
、
10
代
、
20
代
の
恋
人
間
で
増
え
て
い
る

暴
力
を
総
称
し
て
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
呼
ぶ
。

　「
暴
力
と
い
っ
て
も
、
殴
る
蹴
る
と
い
っ

た
肉
体
的
な
暴
力
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す

よ
」。
暴
力
的
な
言
葉
を
か
け
る
、
勝
手
に

携
帯
電
話
を
見
る…

。
そ
う
し
た
精
神
的
な

暴
力
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
含
ま
れ
る
と
聞
き
、

研
修
員
た
ち
は
「
な
る
ほ
ど
」
と
う
な
ず
い

て
い
た
。

　
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
の
高
校

や
大
学
な
ど
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
教
室
を
開

く
〝
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
〞
を
養
成
し
て
い
る
K
F
A
W
。
若
い

世
代
に
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
知
識
を
広
め
、
予

防
に
つ
な
げ
る
た
め
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

の
研
修
員
は
、「
女
性
へ
の
暴
力
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
人
々
の
意
識
を
変
え
る
啓
発
活
動

が
効
果
的
だ
と
学
び
ま
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

　「
教
え
る
、
教
え
ら
れ
る
と
い
う
関
係
で

は
な
く
、
知
識
を
共
有
し
、
学
び
合
い
な
が

ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」。
こ
れ
が
K
F
A
W
の
願
い
だ
。
北

九
州
市
か
ら
広
が
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

世
界
の
ど
こ
で
も
女
性
が
輝
け
る
社
会
へ
の

道
を
切
り
開
い
て
い
く
は
ず
だ
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
分
野
で
は

実
は
日
本
も
…
？

共
に
目
指
す

女
性
が
輝
く
社
会

面積489.60㎢。人口約97万人。高
度経済成長期に工業地帯として発展
し、大気汚染などの公害に直面。現在
は、環境先進都市として生まれ変わっ
た経験を国内外に伝えるとともに、共
通する課題の解決を目指して、アジ
ア、そして世界とのつながりを深めて
いる。韓国の仁川広域市と姉妹都市
を締結し、女性団体の文化交流など
にも取り組んでいる。

福岡県北九州市

スタディーツアーで訪れたフィリピンで子どもたちと交流する北九州市からの参加者。「旅行では行けない場所で女性の置かれた
現状を知って人生観が変わった」と話していた

JICAの研修では、カンボジア、コートジボワール、キリバスなど、さまざまな
国の研修員が北九州市の人 と々交流する機会もあった

地理的にも近いアジアと交流しながら、
国際都市として発展してきた北九州市。

アジア、そして世界の国々と共に取り組んでいるのが、
性別に関係なく、誰もが平等に参加できる社会づくりだ。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

38

の
女
性
た
ち
も
参
加
し
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
民
に
対
す
る
情
報
発
信

も
重
要
な
活
動
だ
。
世
界
、
そ
し
て
自
分
た

ち
の
地
域
が
抱
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
に

目
を
向
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
タ

イ
や
イ
ン
ド
な
ど
で
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
。
今
年
２
月
に
は
大
学
生
か
ら
60
代
ま

で
幅
広
い
世
代
の
13
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪

れ
、
女
性
や
子
ど
も
を
支
援
す
る
施
設
や
ス

ラ
ム
を
視
察
し
た
。
帰
国
後
は
報
告
会
を
開

き
、
地
元
の
人
々
に
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｋ
Ｆ
Ａ
Ｗ
は
、
こ
れ
ま
で
約
50
の

途
上
国
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
推
進
を
担
当
す
る
行
政

北 九   州 市
［  福  岡  県  ］アニメを使って分かりやすくデートDVを伝える

教材もある。講義を真剣に聞く研修員たち 北九州市の男女共同参画センターなどを
視察し、スタッフたちと意見交換

昨年の「アジア女性会議－北九州」のパネルディスカッション。
「女性の活躍が日本、世界を変える」をテーマに各国からの参加
者が議論を交わした

※
１
９
９
８
〜
99
年
に
、地
域
振
興
の
た
め
に
全
国
の
市
町
村

に
対
し
て
１
億
円
が
交
付
さ
れ
た
事
業
。

北九州市

アジアの 女性の力を世界へ
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の
か
分
か
ら
な
い
様
子
だ
。

　
実
は
、
こ
の
１
カ
月
前
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教

師
海
外
研
修
で
ブ
ー
タ
ン
を
訪
れ
て
い
た
清

水
先
生
。「
こ
の
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
自
分

で
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、
異
文
化
に

触
れ
合
う
機
会
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
彼
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
出
会
い
を
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」。
ま
ず
は
生
徒
が

ブ
ー
タ
ン
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気

づ
く
り
を
と
、
現
地
で
買
っ
て
き
た
も
の
で

教
室
を
彩
っ
た
。

　「
今
日
は
ブ
ー
タ
ン
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

ょ
う
！
」。現
地
で
撮
っ
て
き
た
写
真
を
見
て
、

日
本
と
似
て
い
る
と
思
え
ば
「
同
じ
」、
そ
う

で
な
け
れ
ば
「
違
う
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ

ー
ド
を
掲
げ
る
。
う
ま
く
言
葉
を
発
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
生
徒
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

と
考
え
て
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

　
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
砂
利
道
、
山
と
川
に

囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
農
村
、
学
校
で
授
業
を

受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
…
。
同
じ
？
違

う
？
感
じ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
ブ
ー
タ
ン
の

あ
る
家
族
が
食
事
を
取
っ
て
い
る
写
真
が
映

し
出
さ
れ
た
時
に
は
、「
手
で
食
べ
て
い
る

か
ら
日
本
と
は
違
う
」「
で
も
同
じ
よ
う
に

鍋
を
使
っ
て
い
る
よ
」。
自
分
た
ち
の
生
活

と
比
べ
る
こ
と
で
ブ
ー
タ
ン
に
ま
す
ま
す
興

味
が
湧
い
た
よ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
飛

び
交
っ
て
い
た
。

続
い
て
の
テ
ー
マ
は
、「
ブ
ー
タ
ン
の
子
ど

も
と
友
達
」。
清
水
先
生
が
写
真
と
映
像
付

　
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
…
。

　
群
馬
県
立
榛
名
養
護
学
校
高
等
部
、
１
年

２
組
の
教
室
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
生
徒
た

ち
の
目
に
い
つ
も
と
違
う
光
景
が
飛
び
込
ん

で
き
た
。
黒
板
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
旗
、
室
内

に
は
お
香
の
香
り
が
漂
い
、
聴
き
慣
れ
な
い

音
楽
が
流
れ
て
い
る
。

　
教
壇
に
立
っ
て
い
る
の
は
担
任
の
清
水
香

奈
先
生
。
身
に
ま
と
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
の

国
の
も
の
だ
ろ
う
、
民
族
衣
装
の
よ
う
だ
。

８
人
の
生
徒
た
ち
は
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る

き
で
、
現
地
で
目
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹

介
す
る
。「
小
学
校
の
ダ
ン
ス
の
授
業
で
、
一

人
の
男
の
子
が
鼻
血
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
隣
に
い
た
子
が
す
ぐ
に
駆
け

寄
り
、
付
き
添
っ
て
保
健
室
へ
連
れ
て
行
っ

て
あ
げ
ま
し
た
。
さ
て
、
み
ん
な
だ
っ
た
ら

同
じ
よ
う
に
行
動
し
ま
す
か
？
」。
生
徒
た
ち

は
悩
ん
だ
末
、
一
枚
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

た
。「
違
う
」
を
選
ん
だ
東
正
胤
く
ん
は
、「
ダ

ン
ス
の
授
業
が
好
き
だ
か
ら
、
自
分
の
こ
と

に
集
中
し
て
し
ま
う
と
思
う
」
と
驚
い
て
い

た
。日

本
の
お
土
産
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
竹

と
ん
ぼ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
時
は
、
５
個
の

竹
と
ん
ぼ
を
10
人
で
仲
良
く
譲
り
合
っ
て
遊

ん
で
い
た
。「
独
り
占
め
す
る
人
が
い
な
い
ん

だ
ね
。
こ
れ
も
違
う
な
あ
」。
ブ
ー
タ
ン
の
子

ど
も
た
ち
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
一
人
一
人

が
自
分
と
向
き
合
い
始
め
て
い
た
。

次
は
清
水
先
生
が
撮
影
し
て
き
た
現
地
の

人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
流
す
こ

と
に
。「
ど
ん
な
時
に
幸
せ
を
感
じ
る
か
」
と

い
う
質
問
に
は
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
友
達
が
優
し
く
し
て
く
れ
た
時
」「
家
族
と

一
緒
に
い
る
時
」「
周
り
の
人
が
幸
せ
な
ら
自

分
も
う
れ
し
い
」。

画
面
越
し
に
話
す
ブ
ー
タ
ン
の
人
た
ち
を

真
剣
に
見
つ
め
る
生
徒
た
ち
。「
や
っ
ぱ
り
私

も
友
達
と
遊
ん
で
い
る
時
が
う
れ
し
い
。
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
」
と
栗
原
佳
菜
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
た
。

授
業
を
終
え
た
清
水
先
生
は
、「
自
分
に
自

ブ
ー
タ
ン
と
日
本
は

ど
う
違
う
の
？

他
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
む

「“こんにちは”は“クズザンポー”と言うんですよ」。
よほど印象的だったのか、生徒たちは授業が終わ
っても「クズザンポー」と言い合っていた

信
が
持
て
ず
、
人
と
関
係
を
築
く
こ
と
を
苦

手
と
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
他
者
を
思
い
や

り
、
協
力
す
る
と
い
っ
た
ブ
ー
タ
ン
の
人
た

ち
の
心
の
豊
か
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
協
調

性
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
る
。

そ
し
て
そ
の
成
果
は
、
目
に
見
え
て
現
れ

始
め
た
。
授
業
中
、
困
っ
て
い
る
友
達
が
い

れ
ば
、「
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
声
を
掛
け
た
り
、

給
食
の
配
膳
も
み
ん
な
で
協
力
し
た
り
す
る

な
ど
の
変
化
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

助
け
合
い
の
心
を
身
に
付
け
て
、
力
強
く

社
会
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
―
。
清
水
先
生

の
思
い
に
き
っ
と
、
生
徒
た
ち
は
応
え
て
く

れ
る
は
ず
だ
。

「同じ」「違う」のプラカードを掲げる生徒たち。「正解、不正解はない。自
分で思ったままに答えてみましょう」と清水先生

「トイレはバケツの水で流しますか？」。他のクラスの生徒
46人にもブータンの授業を実施し、大好評だった

幸せの国から
“助け合い”を学ぶ
世界で一番幸せな国、ブータンってどんな国だろう―。

群馬県立榛名養護学校では、現地を訪れた清水香奈先生が 
ブータンの人々の姿を伝える授業を行った。

生徒には文字よりイラストの方が分かりやすい。清水先生の力作だ

ブータンの授業を受けた生徒たちが決め
たクラスの目標。ブータンの人々から学ん
だ「助け合い」「協力」などが盛り込まれた

ま
さ
か
ず

世界とつながる
教室
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男
女
の
役
割
や
立
場
の
違
い
な
ど
を
考

慮
し
た
国
際
協
力
を
目
指
し
た
い
―
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
基
盤
開
発
部
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
貧
困
削
減
推
進
室
の
後
藤
菜
穂
さ

ん
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
全
て
の
取
り
組
み
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ

う
奮
闘
し
て
い
る
。

　

農
学
部
で
学
ん
で
い
た
大
学
生
の
時
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
に
1
年
間
交
換
留
学
し
、
農
作
物
の
病

原
微
生
物
の
診
断
や
防
除
技
術
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
に
は
開
発
途
上
国
か
ら
来
た
留
学

生
も
い
て
、
自
分
た
ち
の
国
の
農
業
を
良
く
す
る

た
め
に
何
と
し
て
も
知
識
を
得
る
ん
だ
と
、
必
死

に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
ら
と
触
れ
合

う
う
ち
に
、
私
も
途
上
国
の
農
業
に
貢
献
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
グ
ア
テ
マ

ラ
の
国
立
大
学
に
派
遣
さ
れ
、
植
物
の
病
原
微
生

物
の
診
断
方
法
な
ど
を
学
生
に
講
義
し
た
り
、
同

僚
の
先
生
と
実
験
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
考
え

た
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
現
地
に

入
り
込
み
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
一
緒
に
働

く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
で
す
。
帰
国
後

も
、
引
き
続
き
国
際
協
力
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
し
た
。

　

農
村
開
発
部
に
配
属
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。

南
米
ボ
リ
ビ
ア
の
農
家
の
生
計
向
上
を
目
指
し

て
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
生
産
性
を

高
め
る
栽
培
技
術
の
導
入
や
、
農
作
物
の
付
加
価

値
化
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
人
専
門
家
の
一
人
が
「
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
ま
っ
た
く
入
っ
て
い
な

い
」と
指
摘
し
た
の
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
？
正
直
、

ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
女
の
区
別
な
く
、

農
村
の
全
て
の
人
を
対
象
に
し
た
協
力
を
考
え
て

い
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、「
農
村
で
の
男
性
と
女
性
の
役
割
や

立
場
を
考
慮
し
な
い
と
、
適
切
な
支
援
は
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
て
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
例
え
ば

農
作
業
で
も
、
田
畑
を
耕
す
な
ど
の
力
仕
事
は
男

性
が
、
草
取
り
や
収
穫
後
の
処
理
な
ど
の
細
か
い

作
業
は
女
性
が
担
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
そ
れ
以

外
に
も
、
女
性
は
水
く
み
や
調
理
な
ど
家
事
や
育

児
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
理
解
し
な
い

ま
ま
支
援
を
し
て
も
成
果
が
上
が
り
に
く
い
の
は

明
ら
か
で
す
。
こ
の
時
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
重
要

性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

取
り
込
め
ば
、
よ
り
多
く
の
人
に
恩
恵
が
行
き
わ

た
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
各
事
業
の
担
当
者
に
働

き
掛
け
る
の
が
、
現
在
の
私
の
仕
事
で
す
。

　

幹
線
道
路
の
整
備
一
つ
取
っ
て
も
、
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
男
性
と
女
性
で
異
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、「
水
く
み
や
市
場
へ
の
移
動
で
、
毎
日
道
路

脇
を
歩
い
た
り
横
断
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
、

車
が
高
速
で
通
過
す
る
と
危
険
」
と
い
う
声
を
女
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よ
り
多
く
の
人
に
恩
恵
が
届
く

国
際
協
力
を
目
指
し
た
い

ケニアの小規模農家を支援する事業で、農家グループによる生活向上の活動を視察する
後藤さん

協力隊員として、グアテマラの国立大学で植物の病原微生物
を診断する実験などに携わった

From Headquarters

青
年
海
外
協
力
隊
で

国
際
協
力
の
現
場
を
知
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
の
必
要
性
に

気
付
か
さ
れ
る

全
て
の
人
に
届
く

国
際
協
力
を
目
指
し
て

性
か
ら
聞
く
と
、
歩

道
橋
や
路
肩
幅
の

確
保
な
ど
の
ニ
ー

ズ
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
状

況
を
丁
寧
に
把
握

す
る
こ
と
で
、
事
業

の
成
果
を
よ
り
高

め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
対
象
地

域
の
状
況
や
事
業

内
容
に
一
番
詳
し

い
の
は
担
当
者
。

彼
ら
と
じ
っ
く
り

話
を
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
状
況
の

理
解
、
各
セ
ク
タ
ー
で
の
事
例
収
集
に
努
め
、
提

案
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
そ

の
事
業
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
時
に
は
、
努
力
が
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。
ま

た
そ
の
結
果
、
事
業
の
成
果
が
上
が
っ
た
と
現
場

か
ら
報
告
を
受
け
た
時
は
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
気
が
引
き
締

ま
り
ま
す
。

　

全
て
の
人
に
届
く
国
際
協
力
を
実
現
す
る
に

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
は
不
可
欠
で
す
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
関
係
者
一
人
一
人
が
自
然
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
を
意
識
し
、
事
業
に
反
映
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
今
後
も
働
き
掛
け
て

い
き
ま
す
。

大学卒業後、青年海外協力
隊、国際協力推進員（長野
県）を経て、2004年にJICA
に就職。JICA東京、ブラジ
ル事務所、農村開発部を経
て、2012年5月から現職。

JICA経済基盤開発部 
ジェンダー平等・
貧困削減推進室

後藤 菜穂
GOTO Naho
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肥
沃
な
大
地
と
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
、

未
知
な
る
成
長
の
可
能
性
を
秘
め
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
。
し
か
し

島
の
南
西
部
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
反
政

府
グ
ル
ー
プ
と
の
対
立
が
40
年
に
わ
た
り

続
き
、
国
内
で
最
も
貧
困
に
苦
し
む
地
域

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、２
０
０
３
年
に
は
政
府
と
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
が
停
戦

合
意
に
至
り
、
和
平
合
意
に
向
け
た
交
渉

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い

に
３
月
27
日
、
首
都
マ
ニ
ラ
の
マ
ラ
カ
ニ

ア
ン
宮
殿
で
包
括
和
平
合
意
が
結
ば
れ
ま

し
た
。
当
日
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ベ
ニ
グ
ノ
・

ア
キ
ノ
３
世
大
統
領
、Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
ム
ラ

ド
・
エ
ブ
ラ
ヒ
ム
議
長
、
和
平
交
渉
の
仲

介
役
を
務
め
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ジ
ブ
・

ラ
ザ
ク
首
相
の
立
ち
会
い
の
下
、
政
府
と

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
双
方
の
和
平
交
渉
団
長
が
ミ
ン

ダ
ナ
オ
包
括
和
平
合
意
文
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　

06
年
以
降
、
国
際
社
会
の
中
で
も
先
立

っ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
和
平
交
渉
の
プ
ロ

セ
ス
に
貢
献
し
て
き
た
日
本
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団
の
社
会
経

済
開
発
部
門
へ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
派
遣

や
、
和
平
後
を
見
据
え
た
開
発
の
担
い
手

の
育
成
、
学
校
建
設
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
開
発
、
和
平
関
係
者
の
意
見
交
換
の

場
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

紛
争
の
影
響
を
受
け
た
地
域
へ
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
は
、
在
フ
ィ
リ

ピ
ン
日
本
国
大
使
館
の
卜
部
敏
直
大
使
ら

に
加
え
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
田
中
明
彦
理
事

長
が
立
会
人
と
し
て
出
席
。
翌
28
日
に
は
、

田
中
理
事
長
が
ア
キ
ノ
大
統
領
と
ム
ラ
ド

議
長
と
面
談
し
、
和
平
定
着
に
向
け
た
課

題
、
今
後
必
要
な
支
援
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
和
平
合
意
は
、
２
０
１
６
年
に
新

た
な
自
治
政
府
で
あ
る
「
バ
ン
サ
モ
ロ
政

府
」
を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。
そ
の
発
足
を
見
据
え
て
、
す
で
に

J
I
C
A
は
昨
年
７
月
か
ら
バ
ン
サ
モ
ロ
基

本
法
案
の
策
定
、
組
織
・
制
度
整
備
、
人

材
育
成
、
開
発
計
画
策
定
な
ど
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

フィリピン・ミンダナオ和平合意で新たな一歩を

「国際協力レポーター2014」募集中 ！

01

03　日本の国際協力はどのように評価されているの？

マニラのマラカニアン宮殿で行われた包括和平合意の署
名式

JICAの支援で開設されたミンダナオの職業訓練所で学ぶ
女性たち

　

２
０
１
４
年
に
60
周
年
を
迎
え
た
Ｏ

Ｄ
Ａ
。
そ
の
間
に
国
際
協
力
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
近
年
で
は

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

を
引
き
継
ぐ
「
ポ
ス
ト
２
０
１
５
開
発

ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の

枠
組
み
に
関
す
る
議
論
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
一
元
的
に
担
う
開

発
援
助
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
開

発
途
上
国
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
関
係
者
と

共
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、

過
去
・
現
在
・
将
来
の
事
業
の
評
価
を

適
切
に
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教

訓
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
年
１
回
「
事

業
評
価
年
次
報
告
書
」
を
作
成
し
、
各

事
業
の
評
価
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
版
の
第
１
部
で
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
評
価
の
仕
組
み
や
評
価

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、
第
２
部

で
は
評
価
結
果
の
概
要
と
し
て
事
後
評

価
や
テ
ー
マ
別
評
価
な
ど
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
成
果
、
課
題
、
教
訓
、
提
言
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
世
界
各
国
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業

の
歩
み
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
１
８
０
を
超
え
る
国
と
地

域
で
実
施
さ
れ
て
き
た
日
本
の
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）。
し
か
し
日
本
で
暮

ら
し
て
い
る
と
、
そ
の
事
業
の
実
態
や

成
果
、
現
場
で
汗
を
流
す
日
本
人
の
姿

が
よ
く
分
か
ら
な
い
…
と
い
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
夏
、

開
発
途
上
国
を〝
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ

ー
〞と
し
て
訪
れ
、
あ
な
た
の
目
で
現
状

を
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
派
遣
国
・
日
程
】
エ
チ
オ
ピ
ア
（
８
月

31
日
〜
９
月
７
日
）、東
テ
ィ
モ
ー
ル
（
９

月
７
〜
13
日
）
各
10
人

【
応
募
資
格
】
日
本
に
在
住
し
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
満
18
〜
69
歳
（
２
０
１
４
年

４
月
1
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

【
募
集
締
め
切
り
】
６
月
４
日
（
水
）
必
着

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
か
メ
ー
ル
で
送
付

【
問
い
合
わ
せ
】
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー

２
０
１
４
運
営
事
務
局

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
０
３
-３
５
５
６
-５
９
２
６

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】w

w
w
.jica.go.jp/hiroba/

m
enu/reporter/

ルワンダで安全な水の普及に取り組む青年海外協力隊員
を視察する国際協力レポーター

全ページをJICAのホームページ
（www.jica.go.jp/）で公開



で
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ

き
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
進
国
か

ら
途
上
国
に
流
れ
る
民
間
資
金
が
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
２
・
５
倍
に
上
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
民
間
企
業
、
地
方
自
治
体
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
相
乗

効
果
を
生
み
出
す
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、

今
後
委
員
が
活
発
な
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
２
０
１
５
年
は
、
国
際
社
会
が
定
め
た

共
通
目
標
で
あ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
期
限
で
あ
り
、
仙
台

で
国
連
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２

０
年
以
降
の
気
候
変
動
対
策
の
新
た
な
国

際
枠
組
み
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
よ

り
効
果
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
を
実
現
し
、
国

際
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
考
え
で
す
。

ガ
ン
ダ
は
、
ケ
ニ
ア
、
南
ス
ー
ダ

ン
、コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、ル
ワ
ン

ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
国
境
を
接
す
る
内
陸

国
で
す
。

　
海
が
な
い
と
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。ウ
ガ
ン
ダ
は
輸
送
の

９
割
以
上
を
陸
路
に
頼
っ
て
お
り
、
道
路

に
よ
る
輸
送
が
経
済
の
大
動
脈
に
な
っ
て

い
ま
す
。　
　

　
ケ
ニ
ア
の
モ
ン
バ
サ
港
か
ら
ヒ
ト
や
モ

ノ
が
移
動
す
る
に
は
、
ナ
イ
ル
川
に
架
か

る
ジ
ン
ジ
ャ
県
の
橋
を
通
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。し
か
し
１
９
５
４
年
に
建
設

さ
れ
た
こ
の
橋
は
あ
ち
こ
ち
で
損
傷
が
見

ら
れ
、
ま
た
片
道
１
車
線
し
か
な
い
た
め

交
通
渋
滞
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
日
本
は
、
新
た
な
橋
の
建
設
に

協
力
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。「
新
ナ

イ
ル
橋
」と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
橋
は
、
全

長
５
２
５
メ
ー
ト
ル
で
片
道
２
車
線
ず

つ
。２
０
１
２
年
６
月
に
は
、
秋
篠
宮
同

妃
両
殿
下
が
日
・
ウ
ガ
ン
ダ
外
交
関
係
樹

立
50
周
年
を
記
念
し
て
当
地
を
訪
れ
、
新

ナ
イ
ル
橋
の
建
設
予
定
現
場
で
定
礎
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。工
事
は
日
本
企
業

が
担
当
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
１
月
に
は
、
ヨ
ウ
ェ
リ
・
カ
グ
タ
・

ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
や
田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
な
ど
が
出
席
し
、
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。新
ナ
イ
ル
橋
が
日
本
と
ウ
ガ

ン
ダ
の
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
両
国

の
懸
け
橋
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

ウ

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

本
が
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

を
開
始
し
て
60
年
が
た
っ
た
2
0

1
4
年
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
、
人
づ
く
り

を
通
じ
て
開
発
途
上
国
が
自
ら
成
長
を
切

り
開
く
自
助
努
力
、
道
路
、
橋
、
港
湾
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
し
た
持
続
的
な

経
済
成
長
、
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
３

つ
の
柱
に
沿
っ
て
支
援
を
続
け
、
成
果
を

挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、
国
際
社
会
は
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し
、

今
後
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
さ
ら
な
る
貢
献
を
実

現
す
る
た
め
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
は
３

月
28
日
に
新
た
な
時
代
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
在
り

方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。「
途
上
国

の
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
な
が
ら
日
本
の

国
益
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、Ｏ
Ｄ
Ａ
は
進

化
す
べ
き
」
と
述
べ
、Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
を
11
年

ぶ
り
に
見
直
す
こ
と
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
外
務
省
は
同
日
付
け
で
有
識
者
懇
談

会
を
設
置
し
、
年
内
を
め
ど
に
新
大
綱
を

策
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
重
視
す
べ
き
項
目
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
得
意
分
野
で

あ
る
母
子
保
健
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル

ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
な
ど
国
際

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
強
化
で

す
。
ま
た
、
開
発
を
進
め
る
上
で
大
前
提

と
な
る
平
和
で
安
定
し
た
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
平
和
構
築
や
安
全
保
障
の
面

日

新たな時代の
ODAを目指して

ODA政策

「ODA大綱見直し」

2014年はODA60周年の節目の年。有識者懇
談会が設立され、ODA大綱を見直すプロセ
スが始まりました。

ODA政策

年
11
月
、
政
府
が
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
の
連
合
協
定
へ
の
署
名
を

延
期
し
た
こ
と
か
ら
、
治
安
部
隊
と
反
政

府
勢
力
の
衝
突
に
発
展
し
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
。
一
日
も
早
く
国
民
の
生
活
に
平
和
が

戻
る
よ
う
、
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て

支
援
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
24
日
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た

ハ
ー
グ
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
の

機
会
を
捉
え
て
行
わ
れ
た
Ｇ
７
首
脳
会
合

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
定
化
の
た
め
に

一
致
団
結
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。
I
M

F
（
国
際
通
貨
基
金
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

を
前
提
と
し
、
日
本
は
今
後
最
大
約
１
５

０
０
億
円
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
し

ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
経
済
改
革
の
た

「ウクライナへの支援」

経済安定化への
道を照らす

め
、
世
界
銀
行
な
ど
と
の
協
調
融
資
と
し

て
最
大
１
０
０
億
円
の
開
発
政
策
借
款
を

供
与
し
、
首
都
キ
エ
フ
市
民
の
衛
生
・
居

住
環
境
の
改
善
に
向
け
、
ボ
ル
ト
ニ
ッ
チ

下
水
処
理
場
改
修
事
業
に
最
大
１
１
０
０

億
円
の
円
借
款
を
供
与
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

医
療
機
材
な
ど
の
購
入
資
金
３
・
５
億
円

を
無
償
で
供
与
す
る
他
、
現
地
企
業
と
の

貿
易
取
引
を
安
定
的
に
行
う
た
め
、
日
本

貿
易
保
険
の
引
き
受
け
を
継
続
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
マ
ク
ロ
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

民
間
セ
ク
タ
ー
と
い
っ
た
分
野
で
の
課
題

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
本
・
欧
州
復

興
開
発
銀
行
協
力
基
金
を
活
用
し
た
技

術
協
力
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　外務省では国際協力60周年を記念してロゴマーク
を作成しました。デザインのイメージは“水引”。世界と共
に歩んできたこれまでの60年と、これからも共に歩み
続ける世界との「絆」を表現しています。
　2014年は、一人でも多くの方に国際協力について
考えていただけるよう、外務省職員が全国各地の学校
などで講義する「ODA出前講座」、10月初旬の週末
に開催される「グローバルフェスタJAPAN」などを例年
以上に積極的に展開します。

ODA60周年を振り返り、「進化するODA～世界と日本の未来の
ために」と題して日本記者クラブで講演する岸田外務大臣

Me�age from Uganda
日本とウガンダの懸け橋

在
ウ
ガ
ン
ダ
日
本
国
大
使
館
　
　
　
河
本 
和
美 

経
済
協
力
調
整
員

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。

昨

ウクライナ情勢について話し合うG7首脳会合に出席した安倍晋三内閣総理大
臣 （写真提供：内閣広報室）

〈 ODA大網見直しに関する有識者懇談会委員 〉

＜新ナイル橋の完成予想図＞

首都：キエフ
面積：60万3,700㎢（日本の約1.6倍）
人口：4,543万人（2012年）
民族：ウクライナ、ロシア、ベラルーシ、モルドバ、クリミア・
　　  タタールなど
一人当たり国民総所得（GNI）：3,130ドル（2011年）

薬師寺 泰蔵
〈座長〉慶應義塾大学名誉教授

荒木 光弥
株式会社国際開発ジャーナル社代表取締役・主幹

大野 泉
政策研究大学院大学教授

大橋 正明
認定NPO法人国際協力NGOセンター（JANIC）理事長

中西 寛
京都大学大学院法学研究科教授

松浦 晃一郎
国連教育科学文化機関（UNESCO）前事務局長

矢野 薫
一般社団法人日本経済団体連合会国際協力委員会共同
委員長、日本電気株式会社（NEC）取締役会長

国際協力60周年のロゴが誕生！

佐藤 百合
独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）アジア経済
研究所地域研究センター上席主任調査研究員

＜ 新たな時代のODAとは？ >

ウクライナ
キエフ

第１の進化：国際社会の議論をリードするODA
  世界をリードする新たな開発協力の羅針盤

包摂性、持続可能性、強靱性

  日本の重点分野

女性の支援、国際保健、気候変動対策、防災

第２の進化：開発の土台としての平和、安定、安全
国家・社会の成長の源泉としての平和で安定した社会の実
現、平和構築支援、国際社会の安全のための協力、普遍的
価値共有のための協力

第３の進化：さまざまなアクターとの連携の強化
官民連携、地方自治体・ＮＧＯ・国際機関との連携強化
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タ
ン
ザ
ニ
ア
の
セ
レ
ン
ゲ
テ
ィ
国
立
公
園
。

在
タ
ン
ザ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
に
医
務
官
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
そ
の
大
自
然
を

巡
る
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
に
何
度
も
参
加
し
た
。

　
あ
る
時
、
残
っ
た
弁
当
を
野
生
の
ハ
ゲ
タ

カ
に
あ
げ
て
い
た
観
光
客
を
監
視
員
が
注
意

し
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。「
食
べ
物
を
与

え
ら
れ
る
と
、
や
が
て
人
を
狙
う
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
、
人
か
ら
餌
を
も
ら
え
な
く
な

っ
た
時
、
自
ら
の
力
で
餌
を
取
る
方
法
を
忘

れ
、
生
き
て
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」。
そ

れ
は
ハ
ゲ
タ
カ
に
と
っ
て
、
不
幸
の
始
ま
り

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
ず
っ
と
心

の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
た
。

　
目
の
前
で
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い

と
、
外
務
省
を
辞
職
後
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
設
立

し
、
長
年
内
戦
が
続
い
た
ア
フ
リ
カ
の
ス
ー

ダ
ン
で
国
際
協
力
に
携
わ
っ
て
い
る
。
我
々

が
拠
点
と
し
て
い
る
の
は
東
部
の
あ
る
村
。

無
医
村
で
住
民
た
ち
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
村
に
診

療
所
を
建
設
し
た
。
井
戸
を
掘
り
、
学
校
も

建
て
た
が
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
の
が
、

彼
ら
が
「
依
存
し
な
い
」
よ
う
に
す
る
こ
と

だ
っ
た
。

　
ス
ー
ダ
ン
政
府
が
自
国
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
整
え
る
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
現
時

点
で
そ
れ
は
難
し
い
。
だ
か
ら
我
々
が
こ
こ

に
い
る
の
だ
が
、
住
民
た
ち
が
自
力
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は

本
末
転
倒
だ
。
そ
こ
で
心
掛
け
て
い
る
の
が
、

「
共
に
歩
む
」
姿
勢
だ
。

　
村
で
何
か
問
題
が
生
ず
れ
ば
、
住
民
と
共

に
考
え
、
共
に
解
決
す
る
。
診
療
所
が
で
き

た
時
も
、
必
要
な
医
療
機
器
を
そ
ろ
え
る
た

め
に
、
村
人
た
ち
と
政
府
の
担
当
部
署
に
足

を
運
び
、
陳
情
を
繰
り
返
し
た
。
給
水
所
が

完
成
し
た
時
は
水
管
理
委
員
会
を
組
織
し
、

住
民
に
水
の
販
売
や
施
設
の
維
持
管
理
を
任

せ
た
。

　
先
日
、
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
の
だ
が
、
水

管
理
委
員
会
が
修
理
の
見
積
も
り
を
取
り

付
け
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
立
て
の
中
か
ら
修

理
費
を
捻
出
し
、
不
足
分
は
地
元
の
行
政
に

補
て
ん
を
依
頼
し
て
い
た
。
自
ら
の
力
で
問

題
を
解
決
す
る
術
を
彼
ら
は
身
に
付
け
て

い
る
。

　
一
番
頭
を
悩
ま
せ
た
の
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
問
題
だ
。
当
初
は
私
一
人
で
診
療
を
行
っ

て
い
た
が
、
現
地
の
医
療
関
係
者
に
徐
々
に

任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
彼
ら
は
州
の
保
健
省

か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
ー
ダ
ン
の
都
市
部
の
出

身
。
保
守
的
な
村
の
文
化
、
住
民
と
の
軋
轢

が
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
、
我
々
日
本
人
が
間

を
取
り
持
つ
こ
と
も
多
々
あ
る
。
給
与
は
保

健
省
か
ら
の
支
払
い
に
加
え
、
ロ
シ
ナ
ン
テ

ス
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
支
払
っ
て
い
た
。

　
診
療
所
の
運
営
を
完
全
に
村
に
任
せ
た
後

は
、
時
間
外
の
診
療
費
が
彼
ら
に
配
分
さ
れ

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
結
果
、
こ
れ
は
時

間
外
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
も
つ
な
が
っ

た
。
い
ず
れ
は
こ
の
地
域
出
身
の
医
療
人
材

が
必
要
と
考
え
、
村
に
女
子
学
校
を
建
設
し

た
と
こ
ろ
だ
。

　
医
療
保
険
制
度
の
導
入
も
考
え
た
が
、
住

民
の
多
く
は
農
民
、
牧
畜
民
で
あ
り
、
現
金

収
入
は
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
農
作
物
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を
医
療
保
険
に
充
て

る
、
い
わ
ば
江
戸
時
代
の
年
貢
の
よ
う
な
制

度
を
紹
介
し
た
。
他
の
ア
フ
リ
カ
の
国
で
は

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ

の
地
域
で
広
く
普
及
す
れ
ば
、
地
域
に
合
っ

た
医
療
制
度
を
確
立
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、
東
北

で
も
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
避
難
所

で
の
巡
回
診
療
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
被

災
地
の
状
況
の
変
化
に
伴
っ
て
ニ
ー
ズ
も
変

わ
る
。
そ
こ
で
２
年
目
か
ら
は
「
健
康
農
業
」

を
始
め
た
。
仮
設
住
宅
な
ど
に
住
む
高
齢
者

に
農
作
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

で
、
引
き
こ
も
り
防
止
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
が
目
的
だ
。

　
み
ん
な
で
畑
仕
事
を
行
い
、
収
穫
し
た
野

8

スーダンの村で診療を行う筆者

ロシナンテスの事務局がある北九州市の小学校から絵のプレゼント東北の被災地で健康農業の参加者と野菜を収穫

村に給水施設ができてきれいな水が手に入るようになった村人と力を合わせて、グッディーヤと呼ばれるレンガ造りの家を建てる

菜
を
使
っ
て
昼
ご
飯
を
作
り
、
お
い
し
く
い

た
だ
く
こ
と
が
心
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
｜
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
「
健
康
農
業
」
と
名
付
け

た
。
東
北
の
農
村
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼
ら

は
農
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
が
、
ロ

シ
ナ
ン
テ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
素
人
。
こ
こ
で

は
地
元
の
方
々
が
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
は
教
え

て
も
ら
う
立
場
だ
。
全
国
か
ら
若
者
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
畑
を
耕
し
て
い
る
。

彼
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
い
る
が
、

東
北
の
地
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
帰
っ
て

い
く
。

　
震
災
以
降
、
国
内
外
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
、
被
災
地
の
人
々
は
ず
っ
と
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
う
側
だ
っ
た
。
し
か
し
健
康
農
業

の
現
場
で
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ

る
立
場
に
な
る
。
自
分
の
役
割
が
あ
る
こ
と

で
、
人
間
の
目
は
輝
く
。

　
西
郷
隆
盛
の
遺
訓
集
の
中
に
、「
実
に
文

明
な
ら
ば
、
未
開
の
国
に
対
し
な
ば
、
慈
愛

を
本
と
し
、
懇
懇
説
諭
し
て
開
明
に
導
く
可

き
に
…
」
と
あ
る
。
慈
愛
を
な
く
し
て
他
国

を
支
配
す
る
の
は
、
文
明
国
で
は
な
く
野
蛮

で
あ
る
と
い
う
。
西
郷
隆
盛
の
時
代
と
現
在

は
随
分
と
違
う
が
、
芯
の
部
分
で
、
何
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

　
激
動
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、
偶
然
に
も

ス
ー
ダ
ン
と
東
北
で
活
動
で
き
る
こ
と
を
天

に
感
謝
し
て
い
る
。
先
人
の
教
え
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
現
代
社
会
で
新
し
い
価
値
観
を

求
め
続
け
て
い
き
た
い
。

川原 尚行認定NPO法人ロシナンテス理事長

与
え
る
だ
け
で
は
な
い

N
G
O
の
活
動

人
を
育
て
る

国
際
協
力

共に歩む
～スーダン、東北の現場から～

＜Profile＞
かわはら・なおゆき
1965年福岡県出身。大学卒業後、外務省に入
省し、医務官としてスーダンなど在外日本国大使
館に勤務。2005年に辞職した後にロシナンテス
を立ち上げ、スーダンと東北で医療を軸とした活
動を展開している。

誰
も
が
生
き
生
き
と

輝
け
る
社
会
を

あ
つ
れ
き

写真（下3枚）：内藤順司
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2014FIFAワールドカップの決勝戦が行われる
リオデジャネイロのマラカナンスタジアム。手前
にはスラムが広がっている

面
に
は
、
小
さ
な
箱
が
積
み
重
な
る
よ
う

に
家
々
が
並
ん
で
い
る
。
市
内
に
何
百
と

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ス
ラ
ム
だ
。
現
地

で
は
〝
フ
ァ
ベ
ー
ラ
〞
と
呼
ば
れ
、
そ
の

人
口
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
５
分
の
１

を
占
め
る
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
り
始

め
て
い
る
ア
レ
マ
ン
地
区
な
ど
は
、
広
大

な
ス
ラ
ム
の
複
合
体
。
レ
ン
ガ
色
の
家
々

が
ひ
し
め
き
合
う
丘
が
連
な
り
、
そ
の
間

を
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て

ス
ラ
ム
を
一
望
で
き
る
。

は
、
大
き
な
ク
レ
ー
ン
が
空
高
く
に
伸
び

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ー
ン
会
場

と
な
る
バ
ー
ハ
・
ダ
・
チ
ジ
ュ
ッ
カ
と
国

際
空
港
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路
も
建
設
中
。

〝
バ
ー
ハ
〞
と
略
さ
れ
る
こ
の
新
興
エ
リ

ア
は
、
大
き
な
道
路
に
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
続
く
。
ク
リ
ー
ン
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
万
全
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
邸

宅
が
多
く
、
中
上
流
層
が
移
り
住
ん
で
人

口
が
増
え
て
い
る
。

　
一
方
、
ビ
ル
群
の
傍
ら
に
あ
る
丘
の
斜

　
輝
く
太
陽
と
青
空
、
白
浜
の
ビ
ー
チ
が

広
が
り
、
岩
山
高
く
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
像

が
、
両
手
を
広
げ
て
私
た
ち
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
は
、
都
会
と
自
然
が
調
和
す
る
希
有

な
街
。
２
０
１
４
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
に
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
二
大
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、

変
わ
り
ゆ
く
街
の
素
顔
を
探
し
て
歩
い
た
。

　
市
街
地
は
ま
さ
に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。

年
代
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
の
す
ぐ
側
で

　
そ
の
丘
の
上
に
は
、Ｕ
Ｐ
Ｐ
と
呼
ば
れ

る
軍
警
察
治
安
維
持
部
隊
が
君
臨
し
て

い
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
最
大
の
課

題
で
あ
る
治
安
改
善
対
策
と
し
て
州
政
府

が
常
駐
さ
せ
て
い
る
そ
う
だ
。
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
や
図
書
室
な
ど
も
開
い
て
、
ス
ラ

ム
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
向
上
を
支
援
し

て
い
る
。

　「
貧
し
さ
は
あ
る
け
れ
ど
悲
惨
さ
は
な

い
」。
市
内
南
部
に
あ
る
ス
ラ
ム
で
働
く

青
年
の
表
情
は
明
る
い
。
ス
ラ
ム
と
い
っ

て
も
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
比
較
的
恵
ま

れ
た
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
だ
。

　
例
え
ば
、
市
内
で
Ｕ
Ｐ
Ｐ
が

最
初
に
設
置
さ
れ
た
サ
ン
タ
マ

ル
タ
地
区
。「
ほ
ら
、
こ
れ
が

銃
弾
の
跡
」
と
、
こ
こ
で
生
ま

れ
育
っ
た
フ
ァ
ビ
オ
さ
ん
が
壁

の
穴
を
指
差
し
た
。
麻
薬
密
売

組
織
と
警
察
の
抗
争
の
名
残
だ

が
、
一
方
で
、
丘
の
上
は
ビ
ー

チ
と
キ
リ
ス
ト
像
を
臨
む
に
は

絶
好
の
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
亡
き
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
も
こ
の
地
を
訪
れ
、
そ

の
記
念
碑
も
で
き
て
い
る
。
観

光
ツ
ア
ー
も
組
ま
れ
、
住
民
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
の
養
成

変わる街の色

スラムで暮らす人はみんな顔見知り。す
れ違うと声を掛け合う

不法投棄されたごみも遊び場にしてしまう子どもたち

水道が整備されていないため、共同の水くみ場から水を運ぶ。子どもたちの日課だが、結構な重さだ

丘の斜面に家々が並ぶスラムは、都市とのギャップが観光客の関心を集めている

年々拡大を続けるスラム。ケーブルカーが設置され、観光名所になっているところもある

スラムの治安改善や人々の生活向上のため、教育や文化などの事業が行われている

2014FIFAワールドカップを控えて、工事が進むリオデジャネイロ

狭い路地で野菜などを売って、
家計の手伝いをする子どもたち

スラムは起伏がある斜面に多く、モーホ（ポルトガル語で「丘」）とも呼ばれている

2013年6月にブラジル全土に広がった市民のデモ。リオデジャネイロでも多く
の若者が参加していた

Brazil
［ブラジル］

写真・文＝永武ひかる（写真家）

地球ギャラリー vol.68

も
進
み
、
麻
薬
な
ど
に
関
わ
ら
な
い
で
済

む
生
活
を
生
み
出
し
た
。

　
ス
ラ
ム
の
入
り
組
ん
だ
路
地
に
は
、
臭

い
が
き
つ
く
不
衛
生
な
場
所
も
あ
る
。
し

か
し
、
黄
色
に
ピ
ン
ク
、
水
色
と
、
色
鮮

や
か
な
家
が
並
ぶ
一
角
も
あ
る
。
地
元
の

ペ
ン
キ
会
社
な
ど
の
応
援
で
、
住
民
た
ち

が
外
壁
を
好
き
な
色
で
塗
り
替
え
た
そ
う

だ
。
そ
の
色
合
い
が
住
民
も
訪
れ
る
人
の

心
も
明
る
く
す
る
。

　
依
然
、
課
題
が
山
積
み
な
が
ら
、
人
々

が
生
み
出
す
新
し
い
色
に
、
社
会
が
動
く

活
力
と
希
望
が
感
じ
ら
れ
た
。

薄暗いイメージのスラムを変えようと、オランダ人のアーティストの呼び掛けで始まった家をカラフルに彩るプロジェクト

「ワンダー・リオ～ブラジル」写真展
Hikaru Nagatake × Wonder Eyes Photo Exhibition
会期：2014年5月9日（金）～19日（月） 10時半～19時 
　　   10日（土）14時からギャラリートーク開催、最終日は15時まで
会場：コニカミノルタプラザ ギャラリーC （東京都新宿区新宿3-26-11
 　　  新宿高野ビル4F）入場無料
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リオデジャネイロのマラカナンスタジアム。手前
にはスラムが広がっている

面
に
は
、
小
さ
な
箱
が
積
み
重
な
る
よ
う

に
家
々
が
並
ん
で
い
る
。
市
内
に
何
百
と

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ス
ラ
ム
だ
。
現
地

で
は
〝
フ
ァ
ベ
ー
ラ
〞
と
呼
ば
れ
、
そ
の

人
口
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
５
分
の
１

を
占
め
る
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
り
始

め
て
い
る
ア
レ
マ
ン
地
区
な
ど
は
、
広
大

な
ス
ラ
ム
の
複
合
体
。
レ
ン
ガ
色
の
家
々

が
ひ
し
め
き
合
う
丘
が
連
な
り
、
そ
の
間

を
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て

ス
ラ
ム
を
一
望
で
き
る
。

は
、
大
き
な
ク
レ
ー
ン
が
空
高
く
に
伸
び

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ー
ン
会
場

と
な
る
バ
ー
ハ
・
ダ
・
チ
ジ
ュ
ッ
カ
と
国

際
空
港
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路
も
建
設
中
。

〝
バ
ー
ハ
〞
と
略
さ
れ
る
こ
の
新
興
エ
リ

ア
は
、
大
き
な
道
路
に
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
続
く
。
ク
リ
ー
ン
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
万
全
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
邸

宅
が
多
く
、
中
上
流
層
が
移
り
住
ん
で
人

口
が
増
え
て
い
る
。

　
一
方
、
ビ
ル
群
の
傍
ら
に
あ
る
丘
の
斜

　
輝
く
太
陽
と
青
空
、
白
浜
の
ビ
ー
チ
が

広
が
り
、
岩
山
高
く
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
像

が
、
両
手
を
広
げ
て
私
た
ち
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
は
、
都
会
と
自
然
が
調
和
す
る
希
有

な
街
。
２
０
１
４
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
に
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
二
大
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、

変
わ
り
ゆ
く
街
の
素
顔
を
探
し
て
歩
い
た
。

　
市
街
地
は
ま
さ
に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。

年
代
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
の
す
ぐ
側
で

　
そ
の
丘
の
上
に
は
、Ｕ
Ｐ
Ｐ
と
呼
ば
れ

る
軍
警
察
治
安
維
持
部
隊
が
君
臨
し
て

い
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
最
大
の
課

題
で
あ
る
治
安
改
善
対
策
と
し
て
州
政
府

が
常
駐
さ
せ
て
い
る
そ
う
だ
。
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
や
図
書
室
な
ど
も
開
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て
、
ス
ラ
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で
暮
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人
々
の
生
活
向
上
を
支
援
し

て
い
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。
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は
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ど
悲
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さ
は
な
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南
部
に
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で
働
く
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の
表
情
は
明
る
い
。
ス
ラ
ム
と
い
っ

て
も
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
比
較
的
恵
ま

れ
た
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
だ
。

　
例
え
ば
、
市
内
で
Ｕ
Ｐ
Ｐ
が

最
初
に
設
置
さ
れ
た
サ
ン
タ
マ

ル
タ
地
区
。「
ほ
ら
、
こ
れ
が

銃
弾
の
跡
」
と
、
こ
こ
で
生
ま

れ
育
っ
た
フ
ァ
ビ
オ
さ
ん
が
壁

の
穴
を
指
差
し
た
。
麻
薬
密
売

組
織
と
警
察
の
抗
争
の
名
残
だ

が
、
一
方
で
、
丘
の
上
は
ビ
ー

チ
と
キ
リ
ス
ト
像
を
臨
む
に
は

絶
好
の
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
亡
き
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
も
こ
の
地
を
訪
れ
、
そ

の
記
念
碑
も
で
き
て
い
る
。
観

光
ツ
ア
ー
も
組
ま
れ
、
住
民
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
の
養
成

変わる街の色

スラムで暮らす人はみんな顔見知り。す
れ違うと声を掛け合う

不法投棄されたごみも遊び場にしてしまう子どもたち

水道が整備されていないため、共同の水くみ場から水を運ぶ。子どもたちの日課だが、結構な重さだ

丘の斜面に家々が並ぶスラムは、都市とのギャップが観光客の関心を集めている

年々拡大を続けるスラム。ケーブルカーが設置され、観光名所になっているところもある

スラムの治安改善や人々の生活向上のため、教育や文化などの事業が行われている

2014FIFAワールドカップを控えて、工事が進むリオデジャネイロ

狭い路地で野菜などを売って、
家計の手伝いをする子どもたち

スラムは起伏がある斜面に多く、モーホ（ポルトガル語で「丘」）とも呼ばれている

2013年6月にブラジル全土に広がった市民のデモ。リオデジャネイロでも多く
の若者が参加していた

Brazil
［ブラジル］

写真・文＝永武ひかる（写真家）

地球ギャラリー vol.68

も
進
み
、
麻
薬
な
ど
に
関
わ
ら
な
い
で
済

む
生
活
を
生
み
出
し
た
。

　
ス
ラ
ム
の
入
り
組
ん
だ
路
地
に
は
、
臭

い
が
き
つ
く
不
衛
生
な
場
所
も
あ
る
。
し

か
し
、
黄
色
に
ピ
ン
ク
、
水
色
と
、
色
鮮

や
か
な
家
が
並
ぶ
一
角
も
あ
る
。
地
元
の

ペ
ン
キ
会
社
な
ど
の
応
援
で
、
住
民
た
ち

が
外
壁
を
好
き
な
色
で
塗
り
替
え
た
そ
う

だ
。
そ
の
色
合
い
が
住
民
も
訪
れ
る
人
の

心
も
明
る
く
す
る
。

　
依
然
、
課
題
が
山
積
み
な
が
ら
、
人
々

が
生
み
出
す
新
し
い
色
に
、
社
会
が
動
く

活
力
と
希
望
が
感
じ
ら
れ
た
。

薄暗いイメージのスラムを変えようと、オランダ人のアーティストの呼び掛けで始まった家をカラフルに彩るプロジェクト

「ワンダー・リオ～ブラジル」写真展
Hikaru Nagatake × Wonder Eyes Photo Exhibition
会期：2014年5月9日（金）～19日（月） 10時半～19時 
　　   10日（土）14時からギャラリートーク開催、最終日は15時まで
会場：コニカミノルタプラザ ギャラリーC （東京都新宿区新宿3-26-11
 　　  新宿高野ビル4F）入場無料



地球ギャラリー vol.68

地球ギャラリー vol.68

2014FIFAワールドカップの決勝戦が行われる
リオデジャネイロのマラカナンスタジアム。手前
にはスラムが広がっている

面
に
は
、
小
さ
な
箱
が
積
み
重
な
る
よ
う

に
家
々
が
並
ん
で
い
る
。
市
内
に
何
百
と

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ス
ラ
ム
だ
。
現
地

で
は
〝
フ
ァ
ベ
ー
ラ
〞
と
呼
ば
れ
、
そ
の

人
口
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
５
分
の
１

を
占
め
る
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
り
始

め
て
い
る
ア
レ
マ
ン
地
区
な
ど
は
、
広
大

な
ス
ラ
ム
の
複
合
体
。
レ
ン
ガ
色
の
家
々

が
ひ
し
め
き
合
う
丘
が
連
な
り
、
そ
の
間

を
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て

ス
ラ
ム
を
一
望
で
き
る
。

は
、
大
き
な
ク
レ
ー
ン
が
空
高
く
に
伸
び

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ー
ン
会
場

と
な
る
バ
ー
ハ
・
ダ
・
チ
ジ
ュ
ッ
カ
と
国

際
空
港
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路
も
建
設
中
。

〝
バ
ー
ハ
〞
と
略
さ
れ
る
こ
の
新
興
エ
リ

ア
は
、
大
き
な
道
路
に
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
続
く
。
ク
リ
ー
ン
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
万
全
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
邸

宅
が
多
く
、
中
上
流
層
が
移
り
住
ん
で
人

口
が
増
え
て
い
る
。

　
一
方
、
ビ
ル
群
の
傍
ら
に
あ
る
丘
の
斜

　
輝
く
太
陽
と
青
空
、
白
浜
の
ビ
ー
チ
が

広
が
り
、
岩
山
高
く
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
像

が
、
両
手
を
広
げ
て
私
た
ち
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
は
、
都
会
と
自
然
が
調
和
す
る
希
有

な
街
。
２
０
１
４
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
に
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
二
大
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、

変
わ
り
ゆ
く
街
の
素
顔
を
探
し
て
歩
い
た
。

　
市
街
地
は
ま
さ
に
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。

年
代
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
の
す
ぐ
側
で

　
そ
の
丘
の
上
に
は
、Ｕ
Ｐ
Ｐ
と
呼
ば
れ

る
軍
警
察
治
安
維
持
部
隊
が
君
臨
し
て

い
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
最
大
の
課

題
で
あ
る
治
安
改
善
対
策
と
し
て
州
政
府

が
常
駐
さ
せ
て
い
る
そ
う
だ
。
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
や
図
書
室
な
ど
も
開
い
て
、
ス
ラ

ム
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
向
上
を
支
援
し

て
い
る
。

　「
貧
し
さ
は
あ
る
け
れ
ど
悲
惨
さ
は
な

い
」。
市
内
南
部
に
あ
る
ス
ラ
ム
で
働
く

青
年
の
表
情
は
明
る
い
。
ス
ラ
ム
と
い
っ

て
も
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
比
較
的
恵
ま

れ
た
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
だ
。

　
例
え
ば
、
市
内
で
Ｕ
Ｐ
Ｐ
が

最
初
に
設
置
さ
れ
た
サ
ン
タ
マ

ル
タ
地
区
。「
ほ
ら
、
こ
れ
が

銃
弾
の
跡
」
と
、
こ
こ
で
生
ま

れ
育
っ
た
フ
ァ
ビ
オ
さ
ん
が
壁

の
穴
を
指
差
し
た
。
麻
薬
密
売

組
織
と
警
察
の
抗
争
の
名
残
だ

が
、
一
方
で
、
丘
の
上
は
ビ
ー

チ
と
キ
リ
ス
ト
像
を
臨
む
に
は

絶
好
の
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
亡
き
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
も
こ
の
地
を
訪
れ
、
そ

の
記
念
碑
も
で
き
て
い
る
。
観

光
ツ
ア
ー
も
組
ま
れ
、
住
民
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
の
養
成

変わる街の色

スラムで暮らす人はみんな顔見知り。す
れ違うと声を掛け合う

不法投棄されたごみも遊び場にしてしまう子どもたち

水道が整備されていないため、共同の水くみ場から水を運ぶ。子どもたちの日課だが、結構な重さだ

丘の斜面に家々が並ぶスラムは、都市とのギャップが観光客の関心を集めている

年々拡大を続けるスラム。ケーブルカーが設置され、観光名所になっているところもある

スラムの治安改善や人々の生活向上のため、教育や文化などの事業が行われている

2014FIFAワールドカップを控えて、工事が進むリオデジャネイロ

狭い路地で野菜などを売って、
家計の手伝いをする子どもたち

スラムは起伏がある斜面に多く、モーホ（ポルトガル語で「丘」）とも呼ばれている

2013年6月にブラジル全土に広がった市民のデモ。リオデジャネイロでも多く
の若者が参加していた

Brazil
［ブラジル］

写真・文＝永武ひかる（写真家）

地球ギャラリー vol.68

も
進
み
、
麻
薬
な
ど
に
関
わ
ら
な
い
で
済

む
生
活
を
生
み
出
し
た
。

　
ス
ラ
ム
の
入
り
組
ん
だ
路
地
に
は
、
臭

い
が
き
つ
く
不
衛
生
な
場
所
も
あ
る
。
し

か
し
、
黄
色
に
ピ
ン
ク
、
水
色
と
、
色
鮮

や
か
な
家
が
並
ぶ
一
角
も
あ
る
。
地
元
の

ペ
ン
キ
会
社
な
ど
の
応
援
で
、
住
民
た
ち

が
外
壁
を
好
き
な
色
で
塗
り
替
え
た
そ
う

だ
。
そ
の
色
合
い
が
住
民
も
訪
れ
る
人
の

心
も
明
る
く
す
る
。

　
依
然
、
課
題
が
山
積
み
な
が
ら
、
人
々

が
生
み
出
す
新
し
い
色
に
、
社
会
が
動
く

活
力
と
希
望
が
感
じ
ら
れ
た
。

薄暗いイメージのスラムを変えようと、オランダ人のアーティストの呼び掛けで始まった家をカラフルに彩るプロジェクト

「ワンダー・リオ～ブラジル」写真展
Hikaru Nagatake × Wonder Eyes Photo Exhibition
会期：2014年5月9日（金）～19日（月） 10時半～19時 
　　   10日（土）14時からギャラリートーク開催、最終日は15時まで
会場：コニカミノルタプラザ ギャラリーC （東京都新宿区新宿3-26-11
 　　  新宿高野ビル4F）入場無料



Scene
真っ白な砂丘に現れた湖には小さな魚などが生息している

レンソイスの大砂丘

人気の絶景ポイントといえば 　日本の約23倍の面積を誇るブラジル。そ
れだけ広ければ、地域によって見せる顔もさ
まざまだ。大自然が生み出したアマゾンやイ
グアスの滝は有名だが、もちろんそれだけで
はない。ぜひ一度は訪れたいのが、世界一白
いともいわれる大砂丘レンソイスだ。
　実はこの白色の正体は、石英のかけら。数
万年もの時間をかけて、川によって運ばれた
石英が砕かれて砂のようになったそうだ。1
～6月の雨期の後には雨水がたまり、いくつ
もの湖が出現する。白とエメラルドグリーン
のコントラストが地平線まで続く光景は、息
をのむほど美しい。
　しかし、日本からはとにかく遠い。まずは、
飛行機でブラジル最大の都市サンパウロま
で約1日、そこから北東部のマラニャン州の州
都サンルイスまで約4時間飛ぶ。さらにレンソ
イス観光の拠点となる町バヘリーニャスまで
バスで5時間、そしてジープに1時間揺られる
と、そこには、そんな長旅の疲れも吹っ飛ぶほ
どの絶景があなたを待っている。

ブラジルの文化を
知ろう！

取材協力：一般社団法人日本ブラジル中央協会

ムケッカ

ブラジル料理といえば
魚介たっぷりのスープ

砂丘では日差しも風も強く、過酷な環境だ

　ブラジルの食卓には、ご飯と「フェ
ジョン」と呼ばれる豆のスープが欠か
せない。そこに塩・コショウ・ニンニ
クで味を付けて焼いた肉、野菜など
が加わるのが定番の組み合わせ。ご
飯、味噌汁、おかずから成る日本の
食卓とどこか似ている。
　ちょっと違うのは、その盛り付け
方。日本のように一品一品が小皿に
取り分けられるわけではなく、大皿
にご飯、豆のスープ、おかず全てを盛
る。食材の味が混ざることなど気に
しない。むしろその方が、何種類も
の味を楽しめる。これがブラジル流
だ。

　新鮮な魚介類が捕れる北東部の
バイーア州では、魚介のスープ「ムケ
ッカ」がよく食べられる。味の決め手
はココナツミルクとパーム油。魚介の
風味が豊かでコクがあり、ご飯との
相性が抜群の家庭料理だ。
　神奈川・川崎にある「シェーガマ
イス」では、サンパウロ出身の日系ブ
ラジル人、田川マルシオさんが本場
の味を提供してくれる。「カーニバル
やサッカー観戦などのイベントも開
催しています」。日本でブラジルの雰
囲気を味わうならぴったりのお店だ。

いくつもの湖が連なる光景をセスナ機か
ら見渡すこともできる

【RE C I P E】
【SHOP INFORMATION】●材料（4人前）

エビ・イカ・アサリ・白身
魚400g／タマネギ・パプ
リカ各2分の1個／ニン
ニク1片／ココナツミル
ク250ml／パーム油・塩
コショウ・小麦粉適量

シェーガマイス
〒210-0014
神奈川県川崎市川崎区貝塚
1-4-16
TEL：044-223-6711
営業時間：平日（11時半～14時、
17時半～23時）、土日祝（12～15
時、17時半～23時）、月曜定休

鍋にパーム油を引き、みじん切りにしたタマネギ、ニンニク
をきつね色になるまで炒めたら、食べやすい大きさに切っ
たパプリカと魚介類、塩コショウを加え、さらに炒める。
❶にココナツミルクを入れ、さらに具材が全てつかるほどの
水を加えて混ぜたら、約15分煮る。スープが黄色に色付くま
でパーム油を追加し、塩コショウで味を調える。
❷に、水に溶いた小麦粉を入れてとろみをつけたら完成。

❶

❷

❸

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

『世界とつきあう心得 海外旅行からビジネスまで』
海外の人と交流したりビジネスをしたりする時、なかなかうまくコ
ミュニケーションがとれない…。グローバリゼーションが進むこ
の時代、そう感じている人も多いのではないだろうか。英国ソ
ニー販売部長やサッチャー元首
相の日本代理人などを務め、50
年以上の海外経験を持つ著者
が、その答えを導いてくれるのが
本書。YesとNoをはっきりと言う、
自国の文化を紹介できるようにす
る、人を差別しない…。そして何よ
りも大切なのは笑顔、自分の思
いを伝えたいという熱意だという。
流ちょうに外国語を話す必要は
ない。著者の実体験に基づいた
コツから、世界との付き合い方が
見えてくる。

B  OOK

『東南アジアNEXT4
カンボジア・ラオス・ミャンマー・ベトナム 
完全ガイド』
カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム。その頭文字をとって
CLMVと呼ばれるこの4カ国は近年著しい経済発展を遂げ、
世界各国から注目を浴びている。日本からの観光客も年間
100万人に達しようとしている。本
書では、CLMVの基礎情報から各
地の文化、お勧めの観光スポット
まで、カラー写真を使って分かりや
すく紹介。カンボジアが世界に誇
る古代遺跡アンコールワット、1万
人の僧侶が集まるラオスのタート
ルアン祭り、ミャンマーの少数民
族のファッション、フォーに代表さ
れるベトナム料理など盛りだくさん
だ。本書を読んで、CLMVを巡っ
てみよう。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2013年／イギリス・南アフリカ／147分
監督：ジャスティン・チャドウィック　
出演：イドリス・エルバ、ナオミ・ハリス他
公開：5月24日（土）より丸の内ルーブル（東京）他 全国順次公開
URL：disney-studio.jp/movies/mandela/
配給：ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャパン

マガジンハウス 編
マガジンハウス
1,944円（税込）

『マンデラ 自由への長い道』
南アフリカの人種隔離政策、アパルトヘイトの撤廃を成し遂げたネ
ルソン・マンデラ。昨年末に95年の生涯を終え、世界中が彼の死を
悼んだ。そんな彼の不屈の人生に迫ったのが本作。反アパルトヘイ
トの武装闘争に加わり27年間投獄され、収監中に憎しみより愛と
共存が必要だと気付き始めたマンデラ。その心の葛藤が描かれる。
反アパルトヘイトの運動により離れていく最愛の妻ウィニーとの愛
の軌跡も見所。マンデラの等身大の姿が見えてくる作品だ。

『メコンダンスフェスティバル2014／
カリブ・ラテンアメリカストリート2014』
タイ、ラオス、ミャンマー、カンボジアの旧正月を祝うイベントが東京で
開かれる。現地の雑貨を販売するブースや、本場の料理を楽しめる
屋台が所狭しと並び、さらには海を越えて、中南米・カリブ諸国の
ブースや屋台が出展されるイベントも同時開催。ステージは二つ。タ
イの伝統舞踊とブラジルのカポエイラを同時に見ることができるとい
う、なんともお得なイベントだ。香辛料の効いた東南アジアの料理を
食べながら、中南米の強めのお酒を飲むのもいい。あなた自身の楽
しみ方を見つけてみよう。

E  VENT

M  OVIE

植山周一郎 著
阪急コミュニケーションズ
1,296円（税込）

会期：5月31日（土）、6月1日（日） 10～20時（1日は19時まで）
会場：代々木公園イベント広場（東京）
URL：bmi-music.com/event.html
問：ビー・エム・アイ
TEL：03-6454-7362

○c 2014 Long Walk To Freedom（Pty）Ltd.
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添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
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プレゼント付き

次号予告（2014年6月1日発行予定）

中南米
2014FIFAワールドカップ。世界中の人々が楽しみにしているこのイベ
ントの舞台は、日本の反対側にあるブラジルだ。実は日本とのつながり
も深い、ブラジルを含む中南米地域で実施する国際協力を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形でご送付いたします。巻末の払込取
扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送
付期間・送付開始月を明記の上、指定の金
額を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から
1週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバ
ーをご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① アフリカの雑貨
② 書籍『東南アジアNEXT4 カンボジア・ラオス・
　 ミャンマー・ベトナム 完全ガイド』（p37参照）
③ 書籍『世界とつきあう心得  海外旅行からビジネスまで』
　  （p37参照）
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こ
の
３
月
に
広
報
室
に
異
動
す
る
ま
で
の
３
年
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
や
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

と
い
っ
た
言
葉
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
に
お
け
る
課
題
を
理
解
す
る
上
で
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
開
発
途
上
国
の
女
性
が
厳
し
い
現
状
に
置
か
れ
る
中

で
、
よ
り
良
い
生
活
や
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
果
敢
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
女
性
た
ち
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
国
や

立
場
を
超
え
て
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
も
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
日
本
の
民
間
企
業
や
地

方
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
実
施
し
て
い
る
活
動

の
事
例
が
、
こ
の
課
題
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
誌
面
の
制
約
が
あ
っ
て
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
農
業

と
女
性
」
も
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
農
業
活
動
に
お
い
て
女

性
は
男
性
と
同
様
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

往
々
に
し
て
そ
れ
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
こ
と
が
農
業
生

産
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
の
面
か
ら
も
看
過
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
際

に
、
男
女
の
役
割
や
関
係
性
を
把
握
し
、
女
性
が
必
要
な
研
修
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
促
し
、
家
事
を
含
め
た
女
性
の
労
働
負
荷
を
軽
減

す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
が
打
ち
出
し
た
「
女
性
が
輝
く
社
会
」
実
現
に
向
け
た

政
策
に
関
連
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
記
事

を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
折
に
、
世
界
の
女
性

の
状
況
に
も
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 

広
報
室
長　

西
野
恭
子

全
て
の
人
が
輝
く
世
界
を
つ
く
る
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　身に着けるだけで、その鮮やかな色使
い、独特の模様が目を引くアフリカの布
「カンガ」。現地の女性たちは、その日の
気分に合わせておしゃれアイテムを選
ぶ。それが朝の楽しみでもあるのだ。
　アフリカに住んでいた時にカンガの魅
力に取り付かれ、自分用にと買いためて
いたという小林純子さん。日本の人たち
に、明るく元気なアフリカをもっと知って
もらいたい―。そんな思いで帰国後に
「Mama Africa」を立ち上げ、カンガを
はじめアフリカの布を使った洋服や雑貨
を販売している。
　商品は全て手作り。ケニア人の“マ
マ”に作ってもらうもの、小林さんが手
作りするものがある。「ケニアのママはシ

ングルマザーなので子育てをしながらの
作業ですが、とても丁寧に仕上げてくれ
るんですよ」と小林さん。電気が通って
いない家の中で、足踏みミシンを使って
作業している。小林さん発案の浴衣や
帯、日傘など、日本とアフリカを融合させ
た“オンリーワン”の商品も魅力だ。小林
さん自身も一児の母。子育てとの両立は
大変だが、「大好きなカンガのものづくり
に携わることができて幸せ」と語る。
　これからはケニアだけでなく、他のア
フリカの国々のママたちとも一緒に仕事
ができるようになりたい―。それが小林
さんの夢。アフリカの“ウーマンパワー”
が詰まった商品の数々、ぜひ一度手に取
ってみてほしい。

Vol.67  ケニア

アフリカのママの思いを運ぶ

M
O

NO-GATARI FROM
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u
n

d
i

KENYA

MAY

2014. NO.67

©Yuki Asada

★アフリカの雑貨を8人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ
★製品の販売情報はホームページ
　 （mama-africa.shop-pro.jp/）まで

ナイロビ
ケニア

日本国内のイベントでも鮮やかなカンガの商品は大
人気！
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　昨年11月、母の祖国であるフィリピン
を大型台風が襲いました。日本でも連
日被害の様子が流れ、家族や友人たち
のことを思うと、気が気ではありません
でした。すると、日本の友人たちが「ど
こに寄付すればいいの？」と声を掛け
てくれたのです。最初は個人的に知って
いる団体を紹介していたのですが、
「私を信頼して聞いてくれている。もっ
とできることがあるのでは」と思い始め
ました。みんなが心配していたのは、何
か力になりたいけれど、それがきちんと
現地の人たちに届くのかということ。そ
れなら自分でやってしまおう！と、チャ
リティーイベントを開くことにしました。
　まずは場所を押さえなければと、知
り合いのフィリピン料理のレストランに
お願いに行きました。「そんな風に真っ
先に行動してくれてうれしい」と、お店
の方も喜んでくださいました。番組で共
演している方々なども応援してくれるこ
とになり、何か関われる方法をみんな
探していたのかなと思いました。プロ
ジェクト名は母に相談して、「Hatid ng 

Puso」と名付けました。タガログ語で
「心を贈る」という意味です。日本でフィ
リピンの人たちのことを心配しているみ
んなの心を届けたいという思いを込めま
した。
　イベント当日はたくさんの方が集ま
り、その温かい心に触れて、「直接行っ
て、フィリピンの人たちに届けたい」とい
う思いが強くなりました。事務所のスタ
ッフに相談すると、行ってこい！と背中
を押してもらって。知り合いを頼って、
台風が直撃したレイテ島から少し離れ
たイロイロ島に向かいました。
　避難所に使われたという教会に行く
と屋根が吹き飛んでしまっていて、今回
の台風の被害がいかに大規模なものだ
ったかを感じました。現地の人たちは、
それを修理してほしいというのです。教
会さえあれば、何かあっても神様が守
ってくれるからと。物よりも信じる心、
安心できる場所が大事なんだと、現地
を訪れてあらためて感じました。
　イロイロ島の子どもたちは「この人
誰？」と最初は警戒していたのですが、

私がタガログ語で話し掛けると、わーっ
と歓声が上がりました。厳しい状況の
中でも元気いっぱい生きる姿を見て、彼
らのためにもっと力になりたいと思いま
した。
　台風が直撃してから、半年がたとうと
していますが、まだまだ復興が進んで
いない場所もあって心が痛みます。実は
第二弾のイベントを企画中で、また現地
に足を運びたいと思っています。本当に
必要とされる場所に、必要とされている
ものが届くような協力を長く続けていき
たいのです。
　そして今後は、フィリピンだけでなく、
他の国でも困っている人がいたら、自
分が声を上げて行動できるようになり
たいと考えています。

私の 心を贈る国際協力

ガウ

アーティスト  GOW

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1982年イギリス出身。フィリピンとスコットランドのハ
ーフで小学生の時に来日。高校生になってからタレン
ト活動を開始し、テレビ、ラジオ、ライブなどで幅広く活
躍している。昨年、台風30号「ハイエン」の発生に伴
うフィリピンの被害者を支援するためにチャリティーイ
ベントを行った。

ハティッ ナン

プソ

］
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女性の輝きを力に


